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手引き

本書にはA-dec 300システムの設置方法が記載されています。 

注意 カバーを取り外した
り交換したりする場合は、配
線を損傷しないように注意
してください。交換したカ 
バーがしっかりと取り付けら
れていることを確認してくだ
さい。

始める前に：

• すべての塵屑を一掃して、床面を完全に清掃してください。
• 手動空気遮断弁および水遮断弁の取り付けを確認します。
• 空気および水ラインからすべての残屑を一掃してください。
• お住まいの地域の建物／規格管理機関に設置要件を確認してください。設置
要件は州ごとにまた国ごとに違います。

設置方法によっては、本書に記載されている一部の部品は必要ありません。始め
る前に：

1.	どのモジュールを取り付けるかを確認します。
2.	 2ページの「設置手順」を確認して、取り付けるモジュールの順番を書き留
めます。

内容

注 本書では、正しく安
全に設置するために重
要な情報は、この注のよ
うに背景色付きで示され
ています。
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推奨する工具

この設置に必要な工具類

六角レンチセット ドリル ドリルビット：3/8インチ（ウッド）、1/4インチお
よび1/2インチ（メーソンリー）

5/16インチの六角レンチ 斜ニッパー A-decシリコン潤滑油
六角レンチドライバー（ボールポイント
タイプ）セット

ラジオペンチおよび標準ペンチ アンビリカルスネーク

可動レンチ プラスドライバー ゴム製マレット
3/4インチおよび9/16インチのソケット
とラチェット

ロータリーハンマドリル スリーブプッシャー

1/4インチ、1/2インチ、および3/4イン
チのコンビネーションレンチ

磁気水準器 電圧計

巻尺 プライヤー

設置手順
A-dec 300の取り付けのためのモジュールは、図 1に示されています。記載されている順序に従って、必要なモジュールを
取り付けます。
図 1.  A-dec 300出荷用梱包

デンタルチェアー 

サポートセンター

歯科助手用器具 モニターマウント
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デリバリーシステム
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注 各モジュールの梱包箱には、当該モ 
ジュールの取り付けに必要なすべての部品
が梱包されています。
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チェアーの取り付け

注 ポスト取付型システムをお持ち
の場合は、このセクションを飛ばし
て、9ページの「サポートセンター
の取り付け」に進んでください。

チェアーのセット
1.	チェアー周りからすべての部品と段ボール
を取り除きます。

注 梱包材料からモジュールを
取り出す際は、医師用に同梱され
たキットとマニュアル（A-dec 311
デンタルチェアー使用方法など）
を見逃さないよう注意してくださ
い。取り付け作業中はこれらの 
キットを傍らに取り除けておいて
ください。

2.	カバーを取り外します。

3.	 3/4インチのソケットとラチェットを使って、
パレットにチェアーを固定しているボルト
を取り外します。 

4.	アームレストとチェアーフレームの前部を
つかみます。チェアーを持ち上げ、処置室の
所定の場所に設置します。

注意 システムに曲線型フロア 
ボックスが含まれている場合、ユー
ティリティと曲線型フロアボックカ
バーの間に十分なスペースがな
ければ、電源装置カバーは取り付
けられません。詳細について
は、36ページの「曲線型フロア
ボックスのフレームの取り付け」を
参照してください。

5.	アームレストから梱包用ストラップと梱包
材料を取り除きます。

このセクションで必要な工具

3/4インチおよび9/16インチのソ
ケットとラチェット

3/8インチ（ウッド）のドリルビッ
トまたは1/4インチおよび1/2インチ
（メーソンリー）のドリルビット

ドリル 3/16インチの六角レンチ
ロータリーハンマドリル 3/4インチのコンビネーションレンチ
プラスドライバー

図 2.  チェアーの設置

保持ポイント梱包用ス
トラップ

運送用ボルト

図 3.  曲線型フロアボックス

曲線型フロアボックス
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チェアーの固定
ラグスクリューまたは、クリート付きメーソン 
リーアンカーを使用してチェアーを床にしっか
り固定します。設置場所のフローリング構造 
のタイプに従って、手順を選択してください。

警告 チェアーを床にしっかりと固
定して安定した動作をさせることが必
要です。床への固定が適切でない場
合は、器物の破損や、重傷を負ったり、
死亡事故につながる危険があります。

注意 チェアーを固定するフローリ
ングおよび、またはフレーミング材を
確認してください。床材の厚さが少な
くとも82ミリ（3-1/4インチ）に満たな
いときは、床の補強について認可を
受けている建築請負業者に連絡して
ください。

コンクリート床への固定

設置エリアの準備
1.	チェアーの電源をコンセントにつなぎ、電
源の右下部にある主電源オン/オフボタン
を押して電源を入れます。

注意 回路基板上の電装品は、
静電気の影響を受けやすいの
で、取扱いに安全上の注意が必
要です。

2.	チェアーの回路基板のP3内のジャンパーを
「基部アップ」位置に動かします。チェアー
が上昇した時点で、ジャンパーを「スペア」
位置に戻します。

3.	電源を切ります。

4.	チェアーの電源を抜きます。

図 4.  チェアーの準備

主電源 
オン/オフ 
ボタン

P3
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5.	チェアーのベースの大きなサークル内にク
リートを置きます（図 5を参照）。

6.	メーソンリーアンカー用の穴をドリルで開け
る位置に印を付け、チェアーを動かします。

7.	 1/2インチビットの回転式ハンマを使用し
て、101ミリ（4インチ）の深さの穴を開けま
す。残屑はすべて取り除いてください。

チェアーの固定
1.	 3-1/2インチのメーソンリーアンカーをワッ
シャが床面に同一平面にぴったり重なるま
で穴に押し込みます。

2.	 9/16インチのソケットとラチェットを使用し
て、アンカーが穴に完全に固定するまで締
め込んでから、スクリューとワッシャを取り
外します。

3.	チェアーを元の位置に戻します。

4.	チェアーの左前部から、ネジをワッシャとク
リートに通して、穴に取り付けます。

5.	 9/16インチのソケットとラチェットを使用し
て、クリートに対してチェアーが床面にしっ
かり固定するまでボルトを締め込みます。

図 5.  チェアーのコンクリート床への固定

クリート

メーソンリー
アンカー
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フローリングの床への固定

設置エリアの準備
1.	チェアーの電源をコンセントにつなぎ、電源
の右下部にある主電源オン/オフボタンを
押して電源を入れます（4ページの図 4
を参照）。

注意 回路基板上の電装品は、静
電気の影響を受けやすいので、取
扱いに安全上の注意が必要です。

2.	チェアーの回路基板のP3内のジャンパーを
「基部アップ」位置に動かします。チェアー
が上昇した時点で、ジャンパーを「スペア」
位置に戻します。

3.	電源を切り、プラグをコンセントから抜きま
す。

4.	チェアーベースの大きなサークル内にク 
リートを置きます。

5.	ラグスクリュー用の穴をドリルで開ける位
置に印を付け、チェアーを動かします。

6.	 3/8インチビットの回転式ハンマを使用し
て、50ミリ（2インチ）の深さの穴を開けます。
残屑はすべて取り除いてください。

7.	穴にネジ山を付けるには、3/4インチのソ 
ケットとラチェットを使用して2-1/2インチ
のラグスクリューを凡そ12.8ミリ（1/2イン
チ）の深さに穴に押し込んでから、ラグスク
リューを取り外します。

チェアーの固定
1.	チェアーのベース内のサークルの右後方端
に穴が位置するようチェアーを元の位置に
戻します（図 6を参照）。

2.	チェアーの右前部から、ラグスクリューをク
リートに通して、穴に取り付けます。

3.	可能なところまで指でラグスクリューを締め
てから、3/4インチのソケットと短い継手が
付いたラチェットを使用して、クリートに対
してほぼ完全に達するまで締め込みます。

4.	チェアーを所定の位置に動かし、3/4インチ
のコンビネーションレンチを使用してチェ
アーが床面に完全に固定するまでクリート
に対してラグスクリューを締め込みます。

図 6.  ラグスクリューを締め始める 

クリートラグスクリュー 3/4イン 
チのソ 
ケットとラ
チェット

図 7.  ラグスクリューを締める

ラグスク
リュー

3/4インチのコンビネーションレンチ

クリート
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電源装置または一体型フロ
アボックスカバーの取り付け
A-dec 300システムには、電源装置カバーまた
は一体型フロアボックスカバーのいずれかが
付属しています。 

注 電源装置カバーのフレームは電
源装置カバーに取り付けられた状態
で出荷されます。

それぞれのフレームの取り付け手順は同じです。

1.	チェアーを完全に上昇させた状態で、3/16
インチの六角レンチを使って、チェアーの
ベースから2本の取付ネジを取り外します。

2.	 2本の取付ネジでカバーフレームをチェ 
アーのベースに取り付けます。

注意 チェアーを移動する場合、
絶対にカバーフレームをハンドル
替わりに使用しないでください。

3.	カバーフレームを床に取り付けます。

 ○ 床がフローリングの場合は、プラスドラ
イバーと1-1/4インチのサイズ#10のネ
ジを使用してください。

 ○ 床がコンクリートの場合は、1/4インチの
メーソンリードリルビットを使用して、ネ
ジがフレームを通れる穴を2つ作りま
す。それらの穴にプラスチックアンカー
を差し込んでから、プラスドライバーと
1-1/4インチのサイズ#10のネジを使用
します。

図 8.  カバーフレーム

一体型フロアボック
スカバーのフレーム

電源装置カバーのフレーム

図 9.  カバーフレームの取り付け

電源装置カバーの
フレーム

フレームを床に取
り付けます

主電源オン/オフボタン

フレームをチェアーベー
スに取り付けます
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背部サポートを取り付け
1.	 3/16インチの六角レンチを使って、背部サ
ポートから3本の取付ネジを取り外します。

2.	チェアーの背面に取付ネジで背部サポート
を取り付けます。

ヒント 締め込む前に3本のネジをす
べて緩めてください。

注意 使用中に背もたれに緩みを生
じないようネジはしっかりと締め込ん
でください。

図 10.  背部サポートを取り付け

背部サポート

取付ネジ

チェアーの背もたれ
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サポートセンターの
取り付け

警告 システムにスピットン（口すす
ぎ器）が含まれている場合は、サポー
トセンターが適切に位置出しされる
までスピットンボウルサポートにケー
ブルで結ばれたポジショニングガイド
を取り外さないでください。サポート
センターの適切な位置出しを確実に
するため以下のセクションの手順を
実行してください。

サポートセンターはチェアーのどちらの側に取
り付けることもできます。このセクションは、サ
ポートセンターの取り付け方法およびユーティ
リティの接続方法について説明します。

チェアーベースマウントの取
り付け

注 ポスト取付型システムをお持ち
の場合は、このセクションをスキップ
してチェアーのアダプタキットに付属
の指示に従ってください。その後、次
のページの「サポートセンターポスト
の取り付け」に進んでください。

5/16インチの六角レンチと2本の1-1/2インチ
のソケットスクリュー（六角穴付きボルト）を使
用して、チェアーフレーム側面にチェアーベー
スマウントを取り付けます。

注意 使用中にベースマウントが緩
まないようにネジをしっかり締め込ん
でください（約40.67 N· m [30 ft-lb]の
トルク）。

このセクションで必要な工具

5/16インチの六角レンチ 3/16インチの六角レンチ
水準器 斜ニッパー
可動レンチ スリーブプッシャー

図 11.  A-dec 361サポートセンターとスピットン

図 12.  チェアーベースマウントの取り付け

チェアーベースマ
ウント

5/16インチの六角レンチを使って、40.67 N· m 
（30 ft-lb）のトルク圧を加えます。
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サポートセンターポストの取
り付け
1.	サポートセンターポストをマウントのベー
ス近くにあるネジの上のノッチ（V字型の切
り込み）付き底のあるチェアーベースマウン
トに設置します。 

注 ポスト取付型システムをお
持ちの場合、サポートセンターポ
ストはチェアーベースマウントの
代わりにチェアーのアダプタに取
り付けます。その場合、支柱には
底にノッチ（V字型の切り込み）は
ありません。

警告 ポスト取付型システムを取
り付ける場合は、力学的に安定さ
せるためにチェアーを床にしっか
りと固定する必要があります。床
への固定が適切でない場合は、
器物の破損や、重傷を負ったり、
死亡事故につながる危険があり
ます。

サポートセンターを患者の左側に取り付け
る場合は、角穴をチェアーの外側に向けま
す。サポートセンターを患者の右側に取り
付ける場合は、角穴をチェアー側に向けま
す。

2.	チェアーベースマウントの最上部近くに4本
のレベリングスクリューで、水平器をポスト
に対して垂直に置きます。

注 A-dec 511チェアーにポスト
取付型システムが備えられている
場合、チェアーアダプタには8つの
レベリングスクリューがあります。

図 13.  サポートセンターポストの取り付け

角穴

1組のレベリ
ングスクリ
ュー

ノッチ（V字型の切り込み）
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3.	 3/16インチの六角レンチを使用してポスト
が水平になるまで、1組のレベリングスク 
リューからもう1組のレベリングスクリュー
に変更しながらネジを調整します。水平を
調整する場合は、常に調整用のネジで行っ
てください。

4.	支柱が平衡になった時点で、レベリングスク
リューを均等に締め込んで支柱を固定しま
す。 

注 これが最初の支柱の水平調整
です。すべての取り付けが終了した時
点でシステムとしての最後の水平調
整が必要です。最後の水平調整手順
については、79ページの「システム
の水平調整」を参照してください。

サポートセンターの取り付け
1.	腕にサポートセンターのチューブ束を巻き付
け、サポートセンターを箱から持ち上げます。

2.	サポートセンターからカバーを外します。

3.	ウォーターボトル接続をチェアーの先端に
向けて、サポートセンターポストの上にサ 
ポートセンターを設置します。

注意 すべてのワイヤやチュー
ブが引っ掛かったりねじれたりし
ないよう、ワイヤやチューブがサ
ポートセンターフレームの間隙に
収まるよう注意を払ってください。 

4.	サポートセンターのフレームがサポートセ
ンターポストのサポートスクリュー上で止ま
るまで、支柱に沿ってサポートセンターをス
ライドさせます。

図 14.  サポートセンターの設置

サポー
トスク 
リュー
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5.	システムの構成に応じて、サポートセンター
を調整します。

 ○ スピットンを含むA-dec 300システムを
お持ちの場合は、ポジショニングガイド
とアームレストのクリアランスが確保さ
れるようサポートセンターを位置合わせ
してください。ジャンパーを使ってクリア
ランスをテストするためチェアーを上
昇、下降させてポイントを検証してくだ
さい。 

警告 スピットンボウルとアーム
レスト間の適切なクリアランス29
ミリ（1-1/8インチ）が得られるよ
う、ポジショニングガイドとアーム
レストのクリアランスを確保する
必要があります。

 ○ スピットンなしのベースマウントシステ
ム、またはポスト取付型システムをお持
ちの場合は、サポートセンターを調整し
てデンタルチェアーと平行になるように
します。

図 15.  アームレストに対するポジショニングガイドのクリアランスの確保

ポジショニングガイドとアー
ムレストのクリアランスを確
保する必要があります。

ポジショニン
グガイド
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6.	 5/16インチの六角レンチを使用して、ボタ
ンボルトを締め込みます。ボルトを締め込
む際は、必ずポジショニングガイドのアーム
レストに対するクリアランスを保持してくだ
さい。

注意 ボタンボルトを適切に締
めるには、約17.63 N· m （13 ft-lb）
のトルクを加えます。

注 ポスト取付型システムをお
持ちの場合、サポートセンターの
取り付けはこれで完了です。配管
と配線の手順については、手順9
の後の注に進んでください。

7.	 5/16インチの六角レンチを使用して、2本の
1-1/2インチのソケットスクリューのそれぞ
れを、サポートセンターポストの穴の裏側
に達するまで押し込んで取り付けます。

8.	双方のソケットスクリューが完全に固定す
るまで交互に締め込みます（約 17.63 N· m 
[13 ft-lb]のトルク）。ボルトを締め込む際
は、必ずポジショニングガイドのアームレス
トに対するクリアランスを保持してくださ
い。

9.	サポートセンターのチューブとワイヤを、 
チェアーベースマウントから、チェアーのベ
ースのユーティリティ部分の中まで通します。

注 ポスト取付型システムを取り
付ける場合は、チューブを配管す
る前にデータ回線からYコネクタ
を外してください。（Yコネクタは、
複数のデータ通信システム装置の
接続用として用意されています。）
チューブとワイヤを、サポートセン
ターの底部からコンボリュートを
経由してリモートフロアボックス内
に通します。

図 16.  サポートセンターの固定

2本の1-1/2インチの
ソケットスクリューを
取り付けます。

ボタンボルト

5/16インチの六角レンチを使っ
て、 17.63 N· m （13 ft-lb）のトルク
圧をネジに加えます。

図 17.  サポートセンターのチューブ束の配管

チェアーベースマウント

ユーティリティ部分
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ポスト取付型システムをA-511 
チェアーに取り付ける場合は、電
源ケーブルとデータ回線をチュー
ブ束から分離し、サポートセンター
からマウントの底部を通してリフト
アームの下から電源装置に通しま
す。残りのチューブ束をコンボ 
リュートを経由してリモートフロア
ボックス内に通します。

リモートフロアボックスの取り付
けの詳細については、38ページ
の「リモートフロアボックスの取り
付け」を参照してください。

注意 サポートセンターの取り付け
が完了した時点で、スピットンベンチ
レーションチューブの終端が13ミリ
（1/2インチ）サポートセンターフ 
レーム上方に位置していることを確
認してください。これにより、スピット
ンが適切に排水していることを確認
します。

湿分分離器の取り付け（オプ
ション）
湿分分離器を取り付けるには、湿分分離器キッ
ト（部品番号41.1477.00）に含まれている説明
書に参照してください。その後、39ページの「
ユーティリティの接続」を参照してください。

図 18.  スピットンベンチレーションのチューブの位置の確認

13ミリ 
（1/2インチ） 

サポートセン 
ターフレーム

スピットン
ベンチレー
ションの 
チューブ
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歯科助手用器具の取
り付け

歯科助手用器具は3通りの方法で取り付けるこ
とができます。 

Radius®型（351） . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
スピットン式（353） . . . . . . . . . . . . . . . . 18
伸縮式（352） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20

図 19.  歯科助手用器具

A-dec 352伸縮式歯科助手
用器具タッチパッド付き 
（オプション）

A-dec 351 Radius型の歯科助手
用器具タッチパッド付き

A-dec 353スピットン組込型
歯科助手用器具タッチパッ
ド付き（オプション）
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Radius型の歯科助手用器具
の取り付け（351）

歯科助手用器具アームの取り付け
1.	キットに含まれているベアリングと2つの 
ワッシャをネジにはめます。

2.	ネジを歯科助手用器具アームの穴に差し
込みます。

3.	 Nylatron®ワッシャをネジにはめます。

4.	 Loctite®をネジの先端に取り付けます。

5.	 1/4インチの六角レンチを使って、チェアー
のアームを固く締めます。アームが滑らかに
回転し、ずれたりしないようにしてください。

6.	歯科助手用器具のシリンジのホルダーにシ
リンジを取り付けます。

7.	高容量吸引装置（HVE）と排唾管をそれぞ
れのホルダーに取り付けてから、それぞれ
のチューブをバキュームキャニスターに取
り付けます。

このセクションで必要な工具

六角レンチセット

図 20.  使用するワッシャの種類

平ワッシャ ベアリングNylatronワッシャ

図 21.  歯科助手用器具アームの取り付け

平ワッシャ

ベアリング

平ワッシャ

歯科助手用器具アーム

Nylatronワッシャ

ネジ
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チューブ、ケーブル、および回線の配線

1.	チェアーの背面から、リフトシリンダの左か
ら透明な油圧配管の上にバキュームライ
ンを通します。

2.	チューブ、電源ケーブル、およびデータ回線
を、リフトシリンダの右側からオーバーフ 
ローボトルの上に通します。

3.	 3/16インチの六角レンチを使って、中央の
白色の取付台を固定しているソケットスク
リューを緩めます。

4.	一番上のネジと取付台を取り外します。 

5.	中央の取付台とリフトアームの間のプレー
トのノッチをスライドさせます。

6.	一番上のネジと取付台を取り付けなおしま
す。ネジは必ず固く締めてください。

7.	中央のソケットスクリューを締めます。

8.	チューブ、電源ケーブル、およびデータ回線
を、下部の2つの取付台にケーブル留めで
留めます。

9.	シリンジチューブをモーターポンプとワイ
ヤカバーの間に通してから、電源の背後に
通します。

10.	 電源ケーブルとデータ回線をチェアーの回
路基板まで通します。

注 システムにその他のモジュール
が含まれていない場合は、36ペー
ジの「曲線型フロアボックスの取り付
け」に進んでください。

図 22.  歯科助手用器具プレートの取り付け

オーバー
フローボ
トル

プレート

中央のネ
ジを緩め
ます

ノッチ（V字
型の切り込
み）

上部の取
付ネジ

チューブと
ケーブル

真空ラ
イン

透明な油
圧ライン

図 23.  チューブとワイヤのケーブル留め

これらのブ 
ロックにケー
ブル留めで
留めます
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スピットン式歯科助手用器具
の取り付け（353）
1.	カッティングプライヤー（ニッパー）を使用
してケーブル留めを切り、ポジショニングガ
イドを取り外します。

注 ポジショニングガイドと 
フォームプラグは、スピットンボウ
ルサポート内に残しておきます。ス
ピットンボウルとアームレスト間 
のクリアランスが適切かどうかを
確認するため後刻それらが必要
になります。詳細は、96ページの
「スピットンボウルとアームレスト
間のクリアランス適正度確認」を
参照してください。

2.	システムにAVSが装備されている場合
は、1/8インチの六角レンチを使用して、ト
グルアセンブリをスピットンボウルサポート
の底部に接続している2本のネジを取り外
します。

3.	歯科助手用器具にタッチパッドが含まれて
いる場合は、電源ケーブルとデータ回線を
上のスピットンホルダーに通します。ワイヤ
を適切に取り付けるためには、溝の中に最
初に電源ケーブルを収めてから、データ回
線を収めます。

4.	歯科助手用器具をスピットンホルダーの下
に取り付け、ポストがスピットンボウルサ 
ポートの底部の穴に合うように、チェアーか
ら離れる角度にします。

5.	歯科助手用器具をスピットンホルダーの底
部に取り付けるには、3/16インチの六角レ
ンチを使用して1/4-20 x 1インチのネジを
中央に取り付け、5/32インチの六角レンチ
を使用して中心からはずれた大きな埋め込
み式の穴に10-32 x 5/8インチのネジを取り
付けます。

6.	手順2でAVSトグルアセンブリを取り外した
場合は、ここで再度接続します。

このセクションで必要な工具

斜ニッパー スリーブプッシャー
六角レンチセット

図 24.  下から見たタッチパッドへの配線

WAGOコネクタ

データ 
ポート

図 25.  上から見たタッチパッドへの配線
スピットンの溝に取り付けられた
データ回線および電源ケーブル。

図 26.  ソケットスクリュー（実寸表示）

1/4-20 x 1インチ - ミドル
ホールに取り付けます

10-32 x 5/8インチ - 埋め込
み式の穴に取り付けます
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7.	システムにタッチパッドが含まれている場
合は、データ回線と電源ケーブルをサポー
トセンターに通します（18ページの図 24
を参照）。 

8.	高容量吸引装置（HVE）と排唾管をそれぞ
れのホルダーに取り付けてから、それぞれ
のチューブをバキュームキャニスターに取
り付けます。

注 システムにAVSが含まれて
いる場合、HVEと排唾管は出荷時
に取り付けられているため、取り
外すことはできません。

9.	シリンジをホルダーに取り付け、バキューム
キャニスターの下にあるそのチューブをセ
ンターホールに通します。 

10.	ケーブル留めとワッシャを使用して、シリン
ジチューブの張力緩和を作ります。チューブ
をしっかり支えるため、ケーブル留めで二
重の輪を作ります。

ヒント 張力緩和装置をセットす
るとき、チューブを他の器具の 
チューブの緩みに合わせるよう十
分な長さを残してください。

注 システムに他のモジュールが含
まれていない場合は、システム構成
のセクションに進んでください：

• ベースマウントシステム - 
 36ページの「曲線型フロアボッ
クスの取り付け」

• ポスト取り付け型システム - 
 38ページの「リモートフロアボッ
クスの取り付け」

図 27.  HVE、排唾管、およびシリンジチューブの配管

バキュー
ムキャニ
スター

シリンジ
管組織

図 28.  歯科助手用シリンジの張力緩和装置の取り付け
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伸縮式アームに装着された
歯科助手用器具の取り付け
（352）

1.	 3/16インチの六角レンチと3本の1インチの
ソケットスクリューを使用して、サポートセ
ンターに伸縮式アーム用ハブを取り付けま
す。ハブ上のストッパーをチェアーの先端
部の方向へ向くよう移動します。

2.	歯科助手用ホルダーアセンブリの下部にあ
るバーブ継手に覆いを押し込みます。

3.	歯科助手用アームをハブにセットします。

4.	ウェーブワッシャの端を下に押してハブの
頭頂部を捉えます。ワッシャの押し下げを、
完全に所定の位置に収まるまでハブ周りの
作業を系統的に続けます。

5.	高容量吸引装置（HVE）と排唾管をそれぞ
れのホルダーに取り付けてから、それぞれ
のチューブをバキュームキャニスターに取
り付けます。

6.	システムにタッチパッドがある場合：

(1)	タッチパッド管組織をバキュームキャニ
スターの下側の右にある穴を通して配
置します（この穴は一番大きい穴です）。

(2)	チューブ上にワッシャを取り付けてから、
チューブ内にブッシング（軸受筒）を差し
込んで、張力緩和装置を取り付けます。 

ヒント 張力緩和装置をセットす
るとき、チューブを他の器具の 
チューブの緩みに合わせるよう十
分な長さを残してください。

このセクションで必要な工具

3/16インチの六角レンチ スリーブプッシャー
斜ニッパー

図 29.  伸縮式アームハブの取り付け

ストップ

チェアーの先端

図 30.  伸縮式アームの取り付け 

ウェーブワッシャ

歯科助手用
ホルダーア
センブリの
覆い

図 31.  タッチパッドのチューブの張力緩和装置の取り付け
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(3)	データ回線と電源ケーブルをサポート
センターに通します。 

7.	シリンジをホルダーに取り付け、バキュー
ムキャニスターの下にあるそのチューブを
センターホールに通します（20ページの
図 30を参照）。 

8.	ケーブル留めとワッシャを使用して、シリン
ジチューブの張力緩和を作ります。チューブ
をしっかり支えるため、ケーブル留めで二
重の輪を作ります。

ヒント 張力緩和装置をセットす
るとき、チューブを他の器具の 
チューブの緩みに合わせるよう十
分な長さを残してください。

注 システムに他のモジュールが含
まれていない場合は、システム構成
のセクションに進んでください：

• ベースマウントシステム - 
 36ページの「曲線型フロアボッ
クスの取り付け」

• ポスト取り付け型システム - 
 38ページの「リモートフロアボッ
クスの取り付け」

図 32.  データ回線と電源ケーブルの配線

WAGOコネクタ

図 33.  シリンジチューブの配管

シリンジ
管組織

図 34.  歯科助手用シリンジの張力緩和装置の取り付け
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デリバリーシステム
の取り付け

A-dec300システムは、Traditionalまたは
Continentalデリバリーシステムと共に構成する
ことができます。取付手順は両方とも同じです。

デリバリーシステムは、Radius型にすることも、
サポートセンターに取り付けることもできます。 

Radius型（332および333） . . . . . . . . . . . 23
サポートセンター取付型（354および335） . . 29

図 35.  デリバリーシステム

サポートセンターに取り付けられた
A-dec 335 Continentalデリバリーシステム

A-dec 332 Radius型のTraditionalデリバリーシステム
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Radius型デリバリーシステ
ム（332および333）の取
り付け
固定アームの取り付け
1.	チェアーを上昇できる限界まで上昇させま
す。

2.	電源を切ります。

3.	リフトシリンダからモーターポンプへの透
明な油圧配管を固定しているケーブル留
めを切り落とします。

4.	チューブを押して、チェアータワーの支柱の
背後に回します。

このセクションで必要な工具

六角レンチセット 斜ニッパー
スリーブプッシャー 可動レンチ
巻尺

図 36.  チェアータワーの準備

ケーブル
留め

支柱

透明のチューブ
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5.	チェアータワーの支柱の上にある正面取付
部のキャスティングにノッチを取り付けます。

注意 挟んで傷が付かないよう、
すべてのチューブとワイヤを必ず
支柱から離してください。 

6.	固定アームを適切な位置で保ちながら、一
方の側に前部ボルトを取り付けてから後部
ボルトを取り付け、指で締めます。

7.	もう一方の側にボルトを取り付けてか
ら、5/16インチの六角レンチを使ってすべ
てのボルトを固く締めます。

図 37.  固定アームの取り付け

チェアータワー

正面取付部のキャスティング

支柱

リンクアームの支柱と軸の間に取り付
けられた透明の油圧配管

取付ボルト

ノッチ
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ウォーターボトルの取り付け 

1.	 1/8インチの六角レンチを使って、固定アー
ムの穴の下にあるネジを緩めます。

2.	ウォーターボトルのチューブを穴の中に通
し、アームを通して底部に出します。

3.	ウォーターボトル収納部を取付ネジに差し
込み、アームに固定します。

フレックスアームとコントロールヘッド
の取り付け
1.	トリムリングをデリバリーシステムのチュー
ブ束に固定しているケーブル留めを切り落
とします。

2.	デリバリーシステムをボックスから取り外し
て、後ろのコントロールヘッドとよくバラン
スを取って肩の上に載せて、片手でチュー
ブ束を配管できるようにします。

3.	デリバリーシステムのチューブ束を固定 
アームの上から下に通します。

ヒント Traditionalデリバリーシ
ステムのハンドピースのチューブ
を邪魔にならない場所に置いてお
くには、フレックスアームを取り付
ける前にコントロールヘッドに巻
き付けます。

4.	フレックスアームを固定アームに差し込ん
で、奥までしっかりと入れます。

図 38.  ウォーターボトルの取り付け

取付ネジ

ウォーターボトル
のハウジング

固定アーム
孔

図 39.  フレックスアームの取り付け
フレックスアーム

固定アーム

チューブ束

トリムリング
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5.	 5/32インチの六角レンチを使って、ボタン
ボルトを緩めます。 

6.	コントロールヘッドを回転させて、レベリン
グスクリューのない穴に位置を合わせます。

7.	 5/32インチの六角レンチを使って、 
1/4-20 x 1/2インチのレベリングス 
クリューを締めます。

8.	 5/32インチの六角レンチを使って、 
3/8インチの止めネジを取り付けます。

9.	ハンドピースのチューブをそれぞれのホル
ダーに取り付け、コントロールヘッドの側面
のそれぞれの穴に調節キーを差し込みます。

注 Continentalデリバリーシス
テムを取り付ける場合は、ホイッ
プにホイップフックを挿入します。
ホイップフックの最上端は、コント
ロールヘッドの前面に向かい合い
ます。 

図 40.  コントロールヘッドの取り付け

レベリングスク 
リューのない穴

実寸の止めネジ 実寸のレベリン
グスクリュー

ボタンボルト
5 78

図 41.  ホイップフックと調整キーの差し込み

調整キー

ホイップフック
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配管と配線
1.	チェアーの背面側から、フットコントロール
チューブを張力緩和装置の上と電源装置
の背後を通します。

2.	ウォーターボトルのチューブを、固定アー
ムが出ている位置から約90cm（3フィート）
測ります。余った部分は切り落とします。

3.	固定アームの背部のウォーターボトルの 
チューブの覆いを取り除きます。

ヒント ユーティリティを接続する
際にデリバリーシステムのチュー
ブと区別できるよう、ウォーターボ
トルのチューブの終端に印を付け
ます。

4.	ウォーターボトルとデリバリーシステムの両
方のチューブ束を、コンボリュートに通しま
す（図 43を参照）。

5.	ケーブル留めを固定アームの2つの穴に通
して輪を作ります。

6.	コンボリュートを固定アームの中に約1イン
チ（2、3センチ）押し込んで、輪の中を通しま
す。

7.	ケーブル留めを締めて、コンボリュートを固
定します。

図 42.  フットコントロールチューブの配管

開いた状態の 
チューブの畝

図 43.  コンボリュートへのチューブ束の配管

コンボリュート

ケーブル留めで固定する

固定アーム

正面取付部のキャスティング
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8.	ウォーターボトルとデリバリーシステムの 
チューブの端にあるテープを外します。

9.	ウォーターボトルとデリバリーシステムの 
チューブを、上の正面取付部から（必ず黒
色の油圧配管の裏側を通して）、下の電源
装置の背部に通します。

注 配管が不適切な場合は、デ
リバリーシステムの固定アームの
移動が妨げられる可能性がありま
す。

10.	デリバリーシステムの電源コード、アース
線、およびデータ回線を、上の正面取付部
から、下の電源装置のチェアーの回路基板
に通します。

11.	システムに歯科助手用器具が含まれてい
る場合は、リフトシリンダ近くにあるシリン
ジチューブを電源装置の背部に通します。

チューブの配置

1.	固定アームを、チェアーの中央からまっす
ぐ正面取付部に沿うように設置します。

2.	チューブをきれいにまとめます。それをチェ
アータワーにケーブル留めで留めます。

注 システムにトレイホルダーがあ
る場合は、32ページの「トレイホル
ダー（オプション）の取り付け」を参照
してください。ない場合は、36ペー
ジの「曲線型フロアボックスの取り付
け」に進んでください。

図 44.  配管と配線

ウォーター
ボトルとデ
リバリーシ
ステムの 
チューブ

電源ケーブルと
データ回線

歯科助手用シリン
ジチューブ

まっすぐに
出ている固
定アーム

ケーブル留め

正面取付部

油圧配管

フットコントロール
チューブ
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サポートセンターに取り付け
られたデリバリーシステムの
取り付け（334および335）
部品の取り付け
1.	チェアーを下降させます。電源を切ります。

2.	デリバリーシステムポストに正しいトリムリ
ングが付属しているかを確認してください。 

 ○ システムにデリバリーシステムが含まれ
ていても、伸縮式アームに装着された歯
科助手器具がない場合は、図 45の上の
トリムリングを使用します。

 ○ システムにデリバリーシステムと伸縮式
アームに装着された歯科助手器具が含
まれている場合は、図 45の下のトリムリ
ングを使用します。

このセクションで必要な工具

六角レンチセット 斜ニッパー
可動レンチ スリーブプッシャー

図 45.  デリバリーシステムポスト用トリムリング

このトリムリングは
デリバリーシステ
ムポストに付属し
て出荷されます。

このトリムリングは、
歯科助手用器具 
ボックスに同梱され
て出荷されます。

デリバリーシステムに付属するトリムリング

デリバリーシステムに付属するトリムリングお
よび、伸縮式アームに装着された歯科助手用

器具
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3.	デリバリーシステムを梱包箱から出して、片
手でチューブ束を配管できるように、よくバ
ランスを取って肩の上に載せます。

チェアーの先端部に向けてサポートセン 
ターのポストホールのデリバリーシステム
を挿入します。

4.	チューブ束をサポートセンターへ配置し、
次にデリバリーシステムポストをサポートセ
ンターへ完全に着座するまで挿入します。

5.	 5/32インチの六角レンチを使って、ボタン
ボルトを緩めます。 

6.	コントロールヘッドを回転させて、レベリン
グスクリューのない穴に位置を合わせます。

7.	 5/32インチの六角レンチを使って、 
1/4-20 x 1/2インチのレベリングス 
クリューを締めます。

8.	 5/32インチの六角レンチを使って、 
3/8インチの止めネジを取り付けます。

図 46.  デリバリーシステムの運搬 

図 47.  コントロールヘッドの取り付け

レベリングスク 
リューのない穴

実寸の止めネジ 実寸のレベリン
グスクリュー

ボタンボルト

5 78



デリバリーシステムの取り付け  

86.0087.05 Rev G  31

9.	ハンドピースのチューブをそれぞれのホル
ダーに取り付け、コントロールヘッドの側面
のそれぞれの穴に調節キーを差し込みま
す。

注 Continentalデリバリーシステム
を取り付ける場合は、ホイップにホ 
イップフックを挿入します。ホイップフ
ックの最上端は、コントロールヘッド
の前面に向かい合います。 

フットコントロールチューブの配管
1.	チェアーを上昇できる限界まで上昇させま
す。

2.	チェアーの背面から、フットコントロールを
チェアーベースマウントに通し、サポートセ
ンターの中で上に通します。

注 ポスト取付型システムをお
持ちの場合は、フットコントロール
のチューブを、コンボリュートを支
えるサポートセンター底部のブラ
ケットの穴に通します。

注 システムにトレイホルダーがあ
る場合は、次のページの「トレイホル
ダー（オプション）の取り付け」を参照
してください。ない場合は、システム
構成に該当するセクションに進んでく
ださい：
• ベースマウントシステム - 

 36ページの「曲線型フロアボッ
クスの取り付け」

• ポスト取り付け型システム - 
 38ページの「リモートフロアボッ
クスの取り付け」

図 48.  ホイップフックと調整キーの差し込み

調整キー

ホイップフック

図 49.  フットコントロールチューブの配管

開いた状態のチューブの畝
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トレイホルダー（オプション）
の取り付け
トレイホルダーを取り付けるには、デリバリー
システムのタイプを選択し、必要な手順を実行
します。

Continentalデリバリーシステム
5/32インチの六角レンチと3本の10-32 x 3/4ネ
ジを使って、コントロールヘッド底部の中央に
マウントアームを取り付けます。

図 50.  Continentalコントロールヘッド上のトレイマウントの位置

トレイマウン
ト位置
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Traditionalデリバリーシステム

注 大型トレイホルダーのマウント
アームへの取り付け方法は小型トレ
イホルダーと異なります。正しい向き
については、図 51と図 52を参照して
ください。

1.	 1/8インチの六角レンチと10-32 x 1/2イン
チのネジを使って、トレイホルダーの底部
をマウントアームに取り付けます。

注意 ネジを締めすぎないように
してください。締めすぎると、トレ
イの表面が損傷したり、マウント
が壊れたりする恐れがあります。

2.	 1/8インチの六角レンチと2本の10-32 x 1イ
ンチのボタンボルトを使って、コントロール
ヘッド底部の側面にマウントアームを取り
付けます。 

ヒント トレイホルダーはコント
ロールヘッドのどちら側にも取り
付けられますが、より良いキーへ
のアクセスを得るため調整キーの
反対側の側面に取り付けると便利
な場合があります。

注 システムに他のモジュールが含
まれていない場合は、システム構成
のセクションに進んでください：

• ベースマウントシステム - 
 36ページの「曲線型フロアボッ
クスの取り付け」

• ポスト取り付け型システム - 
 38ページの「リモートフロアボッ
クスの取り付け」

図 51.  大型トレイホルダーの取り付け
トレイホルダーマウントアーム 

大型のトレイホルダーを取り付ける場合は、コントロールヘッドの
側面から離れたマウントの4つのネジ穴に合わせてください。

マウント

4つのネ
ジ穴

トレイマウント位置

図 52.  小型トレイホルダーの取り付け

小型のトレイホルダーを取り付ける場合は、コントロールヘッドの
前面方向にあるマウントの4つのネジ穴に合わせてください。

トレイホ
ルダー

マウント 
アーム 

マウント
4つのネ
ジ穴

トレイマウント位置
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歯科ライトの取り付け

A-dec 371またはA-dec 300用571歯科ライトの
部品の取り付け手順は、取り付けるデンタル 
チェアーのタイプに関わらず同じ手順です。ラ
イトケーブルの配置および接続は、取り付ける
システムによって変わります。

歯科ライト部品の取り付け
1.	トリムリングをサポートセンターポストの上
部までスライドさせてから、サポートセン 
ターポストに間柱を差し込みます。 

間柱に差し込まれた穴がチェアーの方を向
くようにします。

A-dec 382歯科ライトを取り付ける場合は、
間柱に差し込まれた穴がトウボードと同じ
方向を向くようにします。 

注 支柱をきちんと奥まで差し
込んでも、白塗りの部分は完全に
はつながりません。サポートセン
ターカバーの背後に隙間ができま
す。

2.	ゴム製マレットで間柱の頭頂部を軽く叩き
ます。あまり強く叩きすぎると取り外すのが
難しくなります。

3.	間柱内にプラスチックベアリングを挿入し
ます。

4.	ライトポスト上にトリムカバーを取り付けま
す。

5.	ライトケーブルを間柱内に通します。 

ライトポストを間柱に差し込んで、しっかり
と押し込み、ベアリングと間柱の上にトリム
カバーを滑り落とします。

このセクションで必要な工具

ゴム製マレット

図 53.  A-dec 371歯科ライト

図 54.  歯科ライトの取り付け 

配線

トリムカバー

プラスチックベ
アリング

間柱

ライトポスト

チェアーベー
スマウント

トリムリング

チェアー
回路基板
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歯科ライトのケーブルの配線と接続

注意 回路基板上の電装品は、静電気の影響を受けやすいので、取扱いに安全上の注意が必要です。

1.	歯科ライト部品が取り付けられている状態で、サポートセンター底部とチェアーベースマウントを経由しての、チェ 
アー下部のユーティティ部分にあるチェアーの回路基板へのライトケーブルの配線を完了してください（前のページ
の図 54を参照）。

2.	電源を切ります。

3.	そのシステムに該当するタイプのライト用歯科ライトワイヤをチェアーの回路基板上のそれぞれの接続部に取り付
けます。 

 ○ A-dec 371には、端子板J5に接続する黒色と紫色のワイヤに加えて、端子板J6に接続する黒色/白色と白色のワイ
ヤが付属しています。

 ○ A-dec 300用571には、端子板J5に接続する黒色と紫色のワイヤに加えて、端子板J6に接続する黒色/白色、白色、
青色、および黄色のワイヤが付属しています。

図 55.  歯科ライトのワイヤの接続

A-dec 371ライトケーブル

A-dec 300用571ライトケーブル

チェアー回路基板

注 ポスト取付型システムをお持ちの場合、チェアーにA-dec 371またはA-dec 300用571ライトを取り付ける
方法については、キットに付属の以下の説明書を参照してください：

• A-dec 511デンタルチェアー - 部品番号86.0119.00
• A-dec Cascade、Decade、Performer、またはPriorityデンタルチェアー - 部品番号86.0118.00
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曲線型フロアボック
スの取り付け

曲線型フロアボックスのフ
レームの取り付け
1.	曲線型フロアボックスのフレームをユー 
ティリティの近くに置きます。フレームの背
面は、114 mm（4.5インチ）より高い物から
は少なくとも76 mm（3インチ）離してくださ
い。図 56のグレーの縞模様の部分には、絶
対に何も入り込ませないようにしてくださ
い。

注意 前述の適切なスペースが
ない場合は、電源装置カバーを取
り付けることができません。

2.	フレームを床に取り付けます。

 ○ フローリングの場合は、プラスドライ 
バーと1-1/4インチのサイズ#10のネジ
を使用します。

 ○ コンクリートの床の場合は、1/4インチ
のメーソンリードリルビットを使用して、
ネジがフレームを通れる穴を2つ作りま
す。それらの穴にプラスチックアンカー
を差し込んでから、プラスドライバーと
1-1/4インチのサイズ#10のネジを使用
します。

このセクションで必要な工具

巻尺 1/4インチのメーソンリードリルビット

プラスドライバー スリーブプッシャー
斜ニッパー プライヤー

図 56.  曲線型フロアボックスのカバーとフレーム

このゾーンには
何も入れられま
せん。

曲線型フロア 
ボックスカバー

曲線型フロアボックスのフレーム

3イ 
ンチ
76ミリ

4.5インチ
114ミリ
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コンボリュートチューブの取
り付け
1.	チェアーの電源を抜きます。

2.	電源装置カバーのフレームと曲線型フロア
ボックスカバーのフレームの間の距離を測
り、コンボリュートをその長さに切り取りま
す。

ヒント コンボリュートは、フレー
ムに固定できるように、各フレー
ムから2、3インチ以上伸びます。

3.	コンボリュートを電源装置のフレームの 
ケーブル留めに通して、ケーブル留めの
5 cm（2インチ）を越えるまで通します。

4.	プライヤーを使ってケーブル留めを締め
て、コンボリュートをしっかり固定します。余
分なケーブル留めを切り落とします。

5.	コンボリュートを曲線型フロアボックスのフ
レームのケーブル留めに通して、ケーブル留
めの5 cm（2インチ）を越えるまで通します。

6.	プライヤーを使ってケーブル留めを締め
て、コンボリュートをしっかり固定します。余
分なケーブル留めを切り落とします。

7.	チューブ、電源コード、およびバキュームラ
インをコンボリュートに通します。

これでシステムを接続できる状態になりました。
詳細な手順については、39ページの「ユーティ
リティの接続」を参照してください。

図 57.  コンボリュートの取り付けとユーティリティの配線

コンボリュートケーブル留め

曲線型フロアボックスのフレーム電源装置のフレーム
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リモートフロアボック
スの取り付け

1.	リモートフロアボックスから保護材を取り
除いてから、フロアボックスをユーティリ 
ティの上に設置します。

2.	フロアボックスからサポートセンターの一
番下までの長さを測り、その長さに合わせ
てコンボリュートを切り取ります。

3.	プラスドライバーと6本のサイズ#10のネジ
を使って、床にフロアボックスを固定します。

これでシステムを接続できる状態になりました。
詳細な手順については、次のページの「ユーティ
リティの接続」を参照してください。

このセクションで必要な工具

斜ニッパー プラスドライバー
5/64インチの六角レンチ スリーブプッシャー

図 58.  リモートフロアボックス
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ユーティリティの接続

システム構成に合った手順を参照してください。

Radius型のフロアボックスのユーティリティ . 39
Radius型のモジュール . . . . . . . . . . . . . . 41
Radius型の歯科助手用器具（Radius型の
み） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45
サポートセンターの電源とデータ . . . . . . . 46
サポートセンターのフロアボックスのユーティリ
ティ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 55
サポートセンターのモジュール . . . . . . . . . 57

Radius型のフロアボックスの
ユーティリティ
Radius型のモジュールは、曲線型フロアボック
スのユーティリティに接続します。図 60に示さ
れている空気や水の接続を行うには、キットに
含まれているアンビリカルを使用します。

注意 キットに含まれるアンビリカル
には青色のチューブがあります。 
青色のチューブは接続しないでくだ
さい。

図 59.  曲線型フロアボックスが設置されたRadius型のモジュール
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図 60.  Radius型のモジュールのフロアボックスのチューブの接続

チェアーベースへ

注意 この青い配管は接続しないでください。

キットに含まれてい
るアンビリカル



ユーティリティの接続  

86.0087.05 Rev G  41

Radius型のモジュール
電源とデータの接続

注意 回路基板上の電装品は、静電
気の影響を受けやすいので、取扱い
に安全上の注意が必要です。

注 この手順は、歯科助手用器具とデ
リバリーシステムの両方の手順です。

1.	電源を切ります。

2.	調整レンチを使って、デリバリーシステムの
アース線を電源装置の支柱に取り付けます。 

3.	アース線を電源に、黒のワイヤをOVACに、
グレーのワイヤをチェアーの基板端子板J2
の24 VACに接続します。 

4.	黒の二段階式コネクタを、電源の黒の二段
階式24 VAC分離リードに接続します。

5.	データ回線をいずれかのデータポートに接
続します。 

注 311電源装置の最上部にチェ
アーの回路基板のための電気接
続図が表示されています。

6.	ワイヤを束にしてケーブル留めします。

注 電源ケーブルとデータ回線
は、電源装置の電源インジケータ
ライトとレンズの間に入らないよ
うにしてください。

図 61.  電線とデータ回線の接続
黒のワイ
ヤを接続
します

グレーのワ
イヤを接続
します

データ回
線を接続
します 

アース線
を接続し
ます 

主電源
オン/オ
フボタン

図 62.  適切に束ねられたワイヤ

青色の電源ライ
トインジケータ

ケー
ブル
留め

二段階式コネクタ

24VAC分
離リード
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チューブの接続
図 61に示されている空気や水の接続を行うに
は、キットに含まれているアンビリカルを使用
します。

注意 キットに含まれるアンビリカル
には青色のチューブがあります。青色
のチューブは接続しないでください。

注 水マニホールドを取り付けると
きは、必ず、マニホールド内で水が淀
むのを避けるために、端にバーブ継
手を取り付けてください（44ページ
の図 64を参照）。
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図 63.  Radius型のモジュールのユーティリティの接続

フロアボックスへ 

歯科助手用シ
リンジへ

フットコントロールへ

電源装置

デリバリーシステムへ

キットに含まれてい
るアンビリカル

ピンチ
弁

注意 この青い配管は
接続しないでください。
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7.	システムに歯科助手用器具がある場合は、
ピンチバルブをシリンジの黄色と赤色の 
チューブに取り付けます。

8.	 3/16インチの六角レンチを使って、チェ 
アーベースへのフットコントロールのチュ
ーブを張力緩和装置に固定します。

注 適切な位置出しのため、フットコ
ントロールのチューブの畝を張力緩
和装置内の溝に合わせて仰向けにし
てください。

9.	正面取付部の上部にあるスティッカーを、
注意して取り外します。

図 64.  ピンチバルブの取り付け

このバーブ
継手を必ず
接続してくだ

さい。

ピンチ弁

図 65.  フットコントロールチューブの固定

開いた状態のチューブの畝

図 66.  配線スティッカーの取り外し

このスティッ 
カーを取り外す
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Radius型の歯科助手用器具
（Radius型のみ）
電源とデータの接続

注意 回路基板上の電装品は、静電
気の影響を受けやすいので、取扱い
に安全上の注意が必要です。

1.	電源を切ります。

2.	データ回線をチェアーの回路基板に接続し
ます。黒のワイヤを0 VACに、グレーのワイ
ヤを24 VACに接続します。 

3.	データ回線をいずれかのデータポートに接
続します。

チューブの接続
1.	図 68のようにユーティリティを接続します：

 ○ 空気の接続を行うには、キットに含まれ
ているアンビリカルを使用します。

 ○ 水マニホールドをリモートウォーターボ
トルに接続します。 

注 水マニホールドを取り付ける
ときは、必ず、マニホールド内で水
が淀むのを避けるために、端に 
バーブ継手を取り付けてください。

2.	シリンジチューブのピンチバルブを取り付
けます。

3.	ユーティリティの残りの接続について
は、36ページの「曲線型フロアボックスの
取り付け」と、リモートウォーターボトルに付
属の説明書を参照してください。

図 67.  電線とデータ回線の接続
黒のワイ
ヤを接続
します

グレーの
ワイヤを
接続します

データ回
線を接続
します 

図 68.  シリンジチューブの配管と接続

シリン
ジの水

シリン
ジの空
気

ピンチ
弁
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サポートセンターの電源と
データ

注意 回路基板上の電装品は、静電
気の影響を受けやすいので、取扱い
に安全上の注意が必要です。

ベースマウントシステム
1.	電源を切ります。

2.	調整レンチを使用して、アース線を接続し
ます。

3.	電源ケーブルをチェアーの回路基板端子
板J3に接続します。黒のワイヤを0 VACに、
グレーのワイヤを24 VACに接続します。 

4.	データ回線をいずれかのデータポートに接
続します。 

注 311電源装置の最上部にチェ 
アーの回路基板のための電気接続図
が表示されています。

図 69.  電線とデータ回線の接続
黒のワイ
ヤを接続
します

グレーのワ
イヤを接続
します

データ回
線を接続
します 

アース線
を接続し
ます 

主電源オ
ン/オフボ
タン
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A-dec 511デンタルチェアーのポスト取
付型システム
1.	電源ケーブルとデータ回線を、サポートセ
ンターの下部を通します。

2.	電源ケーブルとデータ回線をアダプタアー
ムの底面に通し、リフトアームの下から電源
装置まで通します。 

3.	電源ケーブルとデータ回線にアンビリカル・
スパイラルチューブを巻き付けます。 

4.	 2つのケーブル留めを使って、ケーブルをア
ダプタアームに固定します。

5.	電源を切ります。

6.	プラスドライバーを使って、アース線を電源
の上部にあるネジに接続します。

7.	電源ワイヤをチェアーの回路基板の端子板
J2に接続します。黒のワイヤを0 VACに接
続し、グレーのワイヤを24 VACに接続しま
す。

8.	黒の二段階式コネクタを、電源の黒の二段
階式24 VAC分離リードに接続します。

9.	チェアーの回路基板上のデータポートに 
データ回線を接続します。

図 70.  ケーブルの配線

アンビリカルラップで 
ケーブルを巻き付けます。 ケーブル留めでス

パイラルケーブル
を固定します。

ケーブルをリフトアー
ムの下に通します。

アダプタアーム

図 71.  A-dec 511の電源とデータの接続

電源ワ
イヤ

アース線

二段階式コ
ネクタ

24VAC分離リード
データ回線
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10.	 サポートセンターのチューブをコンボ 
リュートに通します。

11.	 サポートセンターフレームの底部内のブラ
ケットを通して、コンボリュートが確実に固
定するまで数インチ押し上げます。

12.	 マスタートグルを電源電動スイッチに接続
します。

13.	 アンビリカルをフロアボックスの中に通し
ます。

14.	 5/64インチの六角レンチを使って、フロア
ボックスに固定クリップを取り付け、コンボ
リュートを固定します。

15.	 フロアボックスの空いている穴にプラグを
差し込みます。

図 72.  リモートフロアボックス内への固定クリップの取り付け

リテーニン
グクリップ

フロアボックス内部
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A-dec 411デンタルチェアーのポスト取
付型システム
1.	電源ケーブルとデータ回線を、サポートセ
ンターの下部を通します。

2.	電源ケーブルとデータ回線をアダプタアー
ムの底面に通し、下部カバーの開口部を通
して、リフトアームの下から電源装置が装着
されている位置まで通します。

3.	電源ケーブルとデータ回線をアンビリカル・
スパイラルチューブで巻き付けます。システ
ムに歯科ライトがある場合は、歯科ライトの
ケーブルも巻き付けます。

4.	 3つのケーブル留めを使って、スパイラル 
ケーブルをアダプタアームとプラスチック
カバーに固定します。

5.	電源を切ります。

6.	 3/8インチのコンビネーションレンチを使っ
て、アース線を取り付けます。

7.	黒のワイヤをチェアーの回路基板のサポー
トセンター（SPRT CTR）の0 VAC接続に接
続します。

8.	グレーのワイヤをチェアーの回路基板のサ
ポートセンター（SPRT CTR）の 24 VAC接
続に接続します。

9.	チェアーの回路基板上のデータポートに 
データ回線を接続します。

10.	 黒の二段階式コネクタを黒の24 VAC絶縁
リードに接続します。

11.	 システムモジュールのすべての電気接続が
完了したら、電源装置の縁の下側にケーブ
ルを固定します。

12.	 サポートセンターのチューブをコンボ 
リュートに通します。

13.	 サポートセンターフレームの底部内のブラ
ケットを通して、コンボリュートが確実に固
定するまで数インチ押し上げます。

14.	 マスタートグルを電源電動スイッチに接続
します。

図 73.  ケーブルの配線

アンビリカルラッ
プでケーブルを巻
き付けます。

ケーブル留めでスパイラ
ルケーブルを固定します。

ケーブルをリフトアー
ムの下に通します。

図 74.  A-dec 411の電源とデータの接続

24 V0 V

10

7 8

9
6 11
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15.	 アンビリカルをフロアボックスの中に通し
ます。

16.	 5/64インチの六角レンチを使って、フロア
ボックスに固定クリップを取り付け、コンボ
リュートを固定します。

17.	 フロアボックスの空いている穴にプラグを
差し込みます。

図 75.  リモートフロアボックス内への固定クリップの取り付け

リテーニ
ングクリッ
プ

フロアボックス内部



ユーティリティの接続  

86.0087.05 Rev G  51

A-dec Cascade、Decade、または
Performerデンタルチェアーのポスト
取付型システム
チェアーの回路基板のシステムのタイプに該
当する手順に従ってください。

データポートの付いていないチェアーの回路
基板

注 A-dec 300タッチパッドは、この
チェアーの回路基板を使用した場合、
自動歯科ライトおよびチェアーの機
構部分を操作できません 。

1.	チューブ束およびワイヤをサポートセン 
ターの底部からコンボリュートを通して配
置します。

2.	サポートセンターフレームの底部内のブラ
ケットを通して、コンボリュートが確実に固
定するまで数インチ押し上げます。

3.	アンビリカルをフロアボックスの中に通しま
す。

4.	 5/64インチの六角レンチを使って、フロア
ボックスに固定クリップを取り付け、コンボ
リュートを固定します。

5.	電源を切ります。

6.	フロアボックス内で、プラスドライバーを 
使ってアース線を電源の上部に接続します。

7.	電源コードを電源に接続します。黒のワイ
ヤを0 VACに接続し、グレーのワイヤを24 
VACに接続します。 

8.	黒の二段階式コネクタを、電源の黒の二段
階式24 VAC分離リードに接続します。

9.	フロアボックスの空いている穴にプラグを
差し込みます。

図 76.  データポートの付いていないチェアーの回路基板

図 77.  リモートフロアボックス内への固定クリップの取り付け

リテーニングクリップ

フロアボックス内部

図 78.  電源装置の接続 

アース線 0 VAC

24 VAC

二段階式コネクタ

24 VAC分離リード
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データポート付きチェアーの回路基板

注 A-dec 300 タッチパッドは、この
チェアーの回路基板を使用した場合、
自動歯科ライトおよびチェアーの機
構部分を操作することができます 。

1.	フロアボックスキットから予備のデータ回
線を取り出し、サポートセンターポート基板
上のデータポートに接続します。

2.	データラインをサポートセンターマウント
の下部をチェアーを通してチェアーの回路
基板に配置します。

注 ケーブル留めと接着剤付き
マウントは、Performerポスト取付
型チェアーアダプタ（部品番号
77.0922.00）に付属しています。そ
れらを使用して、チェアーアダプタ
の下にデータ回線を固定します。

3.	チェアーの回路基板上のデータポートに 
データ回線を接続します。

4.	チューブ束およびワイヤをサポートセン 
ターの底部からコンボリュートを通して配
置します。

5.	サポートセンターフレームの底部内のブラ
ケットを通して、コンボリュートが確実に固
定するまで数インチ押し上げます。

図 79.  データポート付きチェアーの回路基板

データ 
ポート



ユーティリティの接続  

86.0087.05 Rev G  53

6.	アンビリカルをフロアボックスの中に通しま
す。

7.	 5/64インチの六角レンチを使って、フロア
ボックスに固定クリップを取り付け、コンボ
リュートを固定します。

8.	電源を切ります。

9.	フロアボックス内で、プラスドライバーを 
使ってアース線を電源の上部に接続します。

10.	 電源コードを電源に接続します。黒のワイ
ヤを0 VACに接続し、グレーのワイヤを24 
VACに接続します。 

11.	 黒の二段階式コネクタを、電源の黒の二段
階式24 VAC分離リードに接続します。

12.	 フロアボックスの空いている穴にプラグを
差し込みます。

図 80.  リモートフロアボックス内への固定クリップの取り付け

リテーニン
グクリップ

フロアボックス内部

図 81.  電源装置の接続

アース線
0 VAC

24 VAC

二段階式コネ
クタ

24 VAC分離 
リード
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A-dec Priorityデンタルチェアーのポス
ト取付型システム
1.	サポートセンターのチューブ束、電源ケー
ブル、およびデータ回線をコンボリュートに
通します。

2.	サポートセンターフレームの底部内のブラ
ケットを通して、コンボリュートが確実に固
定するまで数インチ押し上げます。

3.	アンビリカルをフロアボックスの中に通しま
す。

4.	 5/64インチの六角レンチを使って、フロア
ボックスに固定クリップを取り付け、コンボ
リュートを固定します。

5.	フロアボックス内で、データ回線を接続しま
す。

6.	電源を切ります。

7.	電源コードを電源に接続します。黒のワイ
ヤを0 VACに接続し、グレーのワイヤを24 
VACに接続します。 

8.	黒の二段階式コネクタを、電源の黒の二段
階式24 VAC分離リードに接続します。

9.	フロアボックスの空いている穴にプラグを
差し込みます。

図 82.  リモートフロアボックス内への固定クリップの取り付け

リテーニン
グクリップ

フロアボックス内部

図 83.  電源装置の接続

アース線
0 VAC

24 VAC

二段階式コネクタ

24 VAC分離リード
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サポートセンターのフロアボックスのユーティリティ
以下の手順は、ベースマウントシステムとポスト取付型システムの両方の手順です。

サポートセンターのチューブはいくつかの場所に接続できます。システムのユーティリティが取り付けられている場
所に当てはまるセクションを参照してください。

• 曲線型フロアボックス – 下の図 84を参照してください。
• 一体型フロアボックスとリモートフロアボックス– 56ページの図 85を参照してください。 

注 サポートセンターのカバー内部の全体的なフローチャートが示されています。

曲線型フロアボックス

図 84.  曲線型フロアボックスのサポートセンターのユーティリティの接続

サポートセンターへ
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一体型フロアボックスとリモートフロアボックス
一体型フロアボックスとリモートフロアボックスのサポートセンターのユーティリティは、同じ方法で接続します。

図 85.  一体型フロアボックスとリモートフロアボックスのサポートセンターのユーティリティの接続

電源装置

サポートセンターへ
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サポートセンターのモジュール
電源とデータの接続

注意 回路基板上の電装品は、静電
気の影響を受けやすいので、取扱い
に安全上の注意が必要です。

注 この手順は、歯科助手用器具とデ
リバリーシステムの両方の手順です。

1.	電源を切ります。

2.	調整レンチを使って、サポートセンターのフ
レームの窓の下にあるポストにデリバリー
システムのアース線を取り付けます。 

3.	グレーのワイヤをグレーのワイヤ（24 VAC）、
黒のワイヤを黒のワイヤ（0 VAC）と合わせ
て、電源ケーブルをWAGOコネクタに取り
付けます。 

4.	すべてのアース線を接地スタッドに接続し、
デリバリーシステムの黒の二段階式コネク
タを、サポートセンターのアンビリカルの黒
の二段階式コネクタに接続します。

5.	データ回線をいずれかのデータポートに接
続します。

チューブの接続
1.	ユーティリティの接続については、お使いの
システム構成の図を参照してください：

 ○ スピットンなしのシステム - 58ページ
の図 87 

 ○ スピットン付きのシステム - 59ページ
の図 88

注 接続する際は、必ずチューブ
がサポートセンターフレームの下
部を通るようにして、サポートセン
ターフレームの内部ですべての接
続を行ってください。

図 86.  デリバリーシステムの電線とデータ回線の接続

データポート

WAGOコネクタ

アース線
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図 87.  サポートセンターのモジュールのユーティリティの接続 - スピットンなし

デリバリーシステムへ

歯科助手用シ
リンジへ

フットコントロールへフロアボックスへ



ユーティリティの接続  

86.0087.05 Rev G  59

図 88.  サポートセンターのモジュールのユーティリティの接続 - スピットンなし

デリバリーシステムへ

歯科助手用シ
リンジへ

フットコントロールへフロアボックスへ

スピットンへ
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2.	システムに歯科助手用器具がある場合は、
ピンチバルブをシリンジの黄色と赤色の 
チューブに取り付けます。

3.	 3/16インチの六角レンチを使って、チェ 
アーベースへのフットコントロールの 
チューブを張力緩和装置に固定します。

注 適切な位置出しのため、フットコ
ントロールのチューブの畝を張力緩
和装置内の溝に合わせて仰向けにし
てください。

図 89.  ピンチバルブの取り付け

ピンチ弁

図 90.  フットコントロールチューブの固定

開いた状態の
チューブの畝
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スピットンの取り付け

システムにスピットンが付属している場合は、
そのコンポーネントを取り付けます。

コップ給水用吐水口を取り付
けます
コップ給水用吐水口を取り付けるには、まっす
ぐ下方に押し込みます。

注意 コップ給水用吐水口を取り付
けるとき、回転させないでください。破
損する恐れがあります。

ボウル洗浄吐水口の取り付け
ボウル洗浄吐水口を取り付けるには、まっすぐ
下方に押し込みます。

スピットンボウルとボウルろ
過器の取り付け
1.	斜ニッパーを使用してケーブル留めを切
り、ポジショニングガイドを取り外します。

注 ポジショニングガイドと 
フォームプラグは、スピットンボウ
ルサポート内に残しておきます。 
スピットンボウルとアームレスト間
のクリアランスが適切かどうかを
確認するため後刻それらが必要
になります。詳細は、96ページの
「スピットンボウルとアームレスト
間のクリアランス適正度確認」を
参照してください。

2.	スピットンボウルを高い側を患者から遠く
にセットして専用ホルダーに取り付けます。 

3.	ボウルスクリーンをボウルの底部に取り付
けます。

このセクションで必要な工具

斜ニッパー

図 91.  スピットン付きA-dec 361サポートセンター

図 92.  スピットンの部品

コップ給水用吐水口

排水トラップ

ボウル洗浄吐水口

スピットンボウル
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張地の取り付け

Adec 311デンタルチェアーの張地には、シー
ト、背もたれ、および患者別調整可能なネック
サポートまたは可動ヘッドレストのいずれかが
含まれます。

シート張地の取り付け
1.	チェアーを上昇させ、チェアーの背板をチェ
アーのフレームの穴まで下降させます。

2.	アームレストを後方へ動かします。 

3.	座席のクッションのピンを、座席のクッショ
ン部分をチェアーのフレームに正しく収め
られるよう十分引き抜きます。 

4.	座席クッションを所定の位置に取り付け、 
チェアーフレームの穴とピン用の穴の位置
がぴったり合うよう調整します。

5.	座席のクッションとチェアーのフレームを
貫いてピンのリングがシートに接するまで
ピンを押し戻します。 

このセクションで必要な工具

7/64インチの六角レンチ

図 93.  調整可能ネックサポート付きA-dec 311薄型ラインバック

図 94.  シート張地の取り付け

張地

ピン
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背もたれ張地の取り付け

注 背板張地の取り付けは、どちら
のスタイルの背板でも同じです。

1.	背もたれを元に戻し、チェアーを下げます。 

2.	背もたれ張地のキーホールをチェアーの背
もたれ上の固定支柱の上に位置出しします。

3.	背もたれ張地を所定の位置に滑り込ませ、
背もたれ張地がチェアーの背もたれにはめ
込まれるまで押し下げます。 

ネックサポートまたはヘッド
レストの取り付け
患者別調整可能なネックサポートの取
り付け
ネックサポートの補強部をネックサポートト 
ラックにはめ込みます。ネックサポートは必ず
ネックサポートの補強部に示されている向きに
装着してください。

図 95.  背もたれ張地の取り付け

キーホール

固定支柱

図 96.  患者別調整可能なネックサポートの取り付け

上
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可動ヘッドレストの取り付け
1.	 1/8インチの六角レンチを使って、ヘッドレ
スト張地から取付ネジを取り外します。

2.	ヘッドレスト張地の穴をヘッドレストバック
プレートの穴に合わせます。

3.	取付ネジを差し込んで、締め込みます。

4.	グライドバーを背板張地の最上部にあるス
ロットに差し込み、所定の位置へ押し込み
ます。

図 97.  可動ヘッドレストの張地の取り付け

取付ネジ

ヘッドレスト 
バックプレート

図 98.  可動ヘッドレストの取り付け

グライドバー
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システムの準備と調整

ベースマウントシステムの
チューブ束の固定
1.	チューブ束の周りにケーブル留めを緩く巻
いて、ケーブル留めをチェアーベースマウン
トの下にスライドさせます。

2.	ユーティリティ部分から、チューブ束を引っ
張ってたるみを取ります。

3.	マウントの下部でケーブル留めを締め込
み、マウントの中にチューブ束を押し込んで
外から見えないようにします。

4.	マウントのコーナー周りでケーブル留めを
使用してワイヤとチューブを固定し、マウン
トの下部には何も垂れ下がらないようにし
ます。

5.	ケーブル留めを使用してチューブ束をサ 
ポートセンターポストに固定し、下部カバー
を押し付けることのないよう処理します。

ウォーターボトルの取り付け
ウォーターボトルの取り付け手順は、取り付け
場所に関係なく同じ手順です。

1.	 ICX説明書に従って、ICX錠剤（部品番号
（P/N）90.1065.00）をウォーターボトルに
取り付けます。

警告 ICX錠剤が皮膚に直接触
れないようにしてください。詳細に
ついては、ICXタブレットに付属の
手順を参照してください。

2.	ボトルに水を満たします。

3.	レセプタクルのOリングにA-decシリコン潤
滑油を塗ります。

注意 Oリングを損傷しないため
に、A-decシリコン潤滑油のみを
使用してください。

4.	ウォーターボトルをウォーターボトル容器
受けに押し上げ、右に回転します。

 

このセクションで必要な工具

1/2インチのコンビネーションレンチ 電圧計

六角レンチセット プラスドライバー

図 99.  チューブ束の固定

サポートセ
ンターポス
ト周りの 
ケーブル留
め

マウント内部のチューブ
束周りのケーブル留め

マウントコー 
ナー周りのケー
ブル留め

図 100.  ウォーターボトルの取り付け

Oリングに
潤滑油を差
します。
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調整
アームレストの固定解除（オプション）
デンタルチェアーが出荷されるときは、アーム
レストはまっすぐ立てた位置に固定されていま
す。アームレストは固定解除できるため、必要
な場合は前後に回転させることができます。 
アームレストを固定解除するには：

1.	 3/16インチの六角レンチを使って、アーム
レストの背面から止めネジを取り外します。

2.	止めネジをアームレストの前面に取り付け
ます。 

3.	 1/8インチの六角レンチを使って、アームレ
ストの前面にある張力調整ネジを締めます。

可動ヘッドレストのグライドバーの張
力の調整
可動ヘッドレストは、動かすのが難しい場合
や、グライドバーの張力量のために下方にずれ
る場合があります。 

張力を調節するには、1/8インチの六角レンチ
を使用して、張力調整ネジを時計回りに回して
張力を増すか、反時計回りに回して張力を減ら
します。

図 101.  アームレストの位置の調整
止めネジ（前面から）止めネジ（背面から）

張力調整ネジ

図 102.   可動ヘッドレストのグライドバーの張力の調整 

張力調整ネジ
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チェアーの下降スピードの調整
チェアーを下降させるときのスピードを調整す
るには、チェアーを上昇させ、3/32インチの六
角レンチを使用して、座部下降調整弁を調整し
ます。ネジを時計回りに回すと遅くなり、反時計
回りに回すと速くなります。

ヒント できるだけ正確に下降スピー
ドを推定するには、調整を行うときに
実際に人をチェアーに座らせてくださ
い。

図 103.  座部下降調整弁を調整します。

座部下降調整弁

調整ネジ
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デリバリーシステムのバネ式フレックス
アームの調整 

コントロールヘッドが上下にずれてしまう場合
は、以下の手順に従って、バネ式フレックス 
アームを調整します。

注 フレックスアームを調整したら、
通常使用時のポジションでバランス
をテストします。

1.	電源を切ります。

2.	コントロールヘッドを通常使用で取り付け
るには、ハンドピースを取り付け、トレイホ
ルダー上の機器を装備してトレイを取り付
けます。

3.	 1/8インチの六角レンチを使って、エンド 
キャップを固定しているネジを緩めます。

ヒント コントロールヘッドを下げ
るとボタンボルトを操作しやすく
なります。

4.	フレックスアームのエンドキャップを外しま
す。

5.	 3/16インチの六角レンチを使って、コント
ロールヘッドが通常使用の位置に留まるよ
うに、フレックスアームのバネの調整ネジを
調整します。

ヒント コントロールヘッドを一
番高い位置まで上げるとバネを調
整しやすくなります。

 ○ コントロールヘッドがずり上がる場合
は、ネジを反時計回りに回します。

 ○ コントロールヘッドがずり落ちる場合
は、ネジを時計回りに回します。

図 104.  バネ式フレックスアームの調整
エンドキャップ

ボタンボルト

フレックスアームのバネの調整ネジ
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デリバリーシステムのフレックスアーム
回転張力の調整
フレックスアームの回転張力を調整する前に、
システムを水平に調整する必要があります。 
フレックスアームの回転の調整について
は、81ページの「デリバリーシステムのフレッ
クスアーム回転張力の調整」を参照してくださ
い。

デリバリーシステムのフレックスアーム
回転停止ネジの取り付け
1/8インチの六角レンチを使って、10-32 x 1/2
インチのボタンボルトをデリバリーシステムの
ナックルの一番下の穴に取り付けます。ボルト
を下までしっかりと締めます。

コントロールヘッドの回転張力の調整
コントロールヘッドが回転しにくかったり緩す
ぎたりする場合は、コントロールヘッドの下部
のネジを締めたり、緩めたりして回転張力を調
整してください。

ネジの調整には 5/32インチの六角レンチを使
用します。ネジを時計回りに回すと張力が増加
し、反時計回りに回すと張力が減少します。

図 105.  フレックスアーム回転止めネジの取り付け

10-32 x 1/2イン
チ（実寸）のボタ
ンボルト

下部の穴に取り
付ける

図 106.  コントロールヘッド回転張力の調整
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トレイ回転張力の調整
トレイホルダーが回転しにくかったり緩すぎた
りする場合は、トレイの回転張力を調整しま
す。

1.	取付金具に1/8インチの六角レンチを差し
込みます。必要に応じて、レンチが取付金具
の奥まで入るようにホルダーまたはアーム
を回転させます。

2.	取付金具に六角レンチを入れたままで、張
力を増すにはトレイを時計回りに回転さ
せ、張力を減らすにはトレイを反時計回り
に回転させます。

Continentalスタイルの場合には、コントロール
ヘッドの下とトレイホルダーの下の2箇所でこ
の調節が必要となる場合があります。

図 107.  Traditionalコントロールヘッドのトレイホルダーの調整
六角レンチ

コントロール
ヘッド

トレイホ
ルダー

トレイ
アーム

取付金具

図 108.  Continentalコントロールヘッドのトレイホルダーの調整

A
B

CD

E

（A）六角レンチ、（B）トレイホルダー取付金具、（C）トレイホルダー、 
（D）トレイアーム、（E）コントロールヘッド取付金具 
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ハンドピースの調節
推奨する工具
7/64インチの六角レンチ

手順 1.  水冷却の流量の調整

A-dec 300デリバリーシステムには、ハンドピースごとに水冷却の流量コントロールがあります。

1.	背面カバーを取り外します。

2.	空気冷却、水冷却、および空気送出のコントロールを時計回りにいっぱいに回します。

注意 空気と水の調整キーでは、流量が完全に止まることはありません。

3.	ハンドピースをホルダーから取り上げます。 

4.	トグルスイッチを水の方に切り替えます。

5.	フットコントロールを踏みます。

6.	水が2秒に1滴出るように水冷却の流量を調整します。 

1

23

54

6
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手順 2.  空気冷却の流量の調整

空気冷却の流量コントロールでは、すべてのハンドピースへの空気冷却流量を調整できます。

2 フットコントロールを踏みます。

3 スプレーが細かい霧状になるように空気冷却の流量を調整
します。
流量を増やすには、キーを反時計回りに回します。
流量を減らすには、キーを時計回りに回します。

1  ハンドピースをホルダーから取り上げます。

注意 流量がそれ以上増えなくなった時点で空気冷却調整キーを左方向に回し続けないでください。ステム
が完全に駄目になってしまう場合があります。
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手順 3.  空気送出圧の調整

注 空気送出を正確に測定するには、ハンドピース管に接続した空気圧ゲージを使用してください。バー1つ
が14.5 psiに相当します。

1.	ハンドピースをホルダーから取り上げます。
2.	トグルスイッチをドライの方に切り替えます。

3.	フットコントロールを踏みます。

4.	ハンドピースを作動させた状態で、ハンドピースのメーカーの仕様に合うようにハンドピースの空気送出圧を調整し
ます。空気送出圧の仕様については、ハンドピースの説明書を参照してください。

圧力を調整するには、ステムを回します。時計回りに回すと、圧力が強まります。

1

2
3 4
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口腔内光源電圧の調整

推奨する工具

• 7/64インチの六角レンチ
• 電圧計
口腔内光源を調整するには、以下の手順を完
了してください。

1.	 7/64インチの六角レンチを使用して、コン
トロールヘッドの背面カバーを外します。 

2.	 DC電圧に電圧計をセットし、計測するハン
ドピースのIOLS出力端子に探針を取り付
けます。

3.	ハンドピースをホルダーから持ち上げ、ライ
トをオンにします。 

4.	端子の背後にあるボタンを使用して、以下
の表に従って電圧を調整します。

注 以下の表に示す値は、26 AWG電線、750mA負荷、および推奨電圧バルブDC 3.2Vの光ファイバーの場
合のみ有効です。26 AWG電線とその他の定格で電力が供給される光ファイバーについては、方程式 
T = (Z x 0.006 x Y) + Xで計算してください。各項は以下を示します。
T = 端子板電圧（VDC） 
X = 所望電圧ランプ（VDC） 
Y = 定格ランプ/負荷電流（アンペア） 
Z = 端子板からランプまでの26 AWG電線長（インチ）

26 AWG以外のワイヤゲージを使用する機器については、A-decカスタマーサービスまでお問い合わせ
ください。

A-dec|W&H、Bien Air、その他のバルブ（定格3.2V）の長さおよび電圧の表

A-decチューブにおけ
るワイヤの長さ

推奨電圧バルブ3.2Vになる
端子板での電圧

A-decチューブにおけ
るワイヤの長さ

推奨電圧バルブ3.2Vになる
端子板での電圧

（インチ） （cm） VDC +/- .02 （インチ） （cm） VDC +/- .02

48 122 3.40 108 274 3.69

54 137 3.43 114 290 3.72

60 152 3.46 120 305 3.75

66 168 3.49 126 320 3.78

72 183 3.52 132 335 3.81

78 198 3.55 138 351 3.84

84 213 3.58 144 366 3.87

90 229 3.61 150 381 3.90

96 244 3.64 156 396 3.93

102 259 3.67

図 109.  口腔内光源電圧の調整

ボタンを使用し
て電圧を調整し
ます

IOLS出力端子



システムの準備と調整  

86.0087.05 Rev G  75

シリンジの調整
シリンジ用の水とエアーの流量を調整するに
は、以下の手順に従います。

1.	ピンチバルブを操作します：

 ○ 医師用シリンジの場合は、7/64インチ
の六角レンチを使って、コントロール 
ヘッドの背面カバーを外します。

 ○ 患者用シリンジの場合は、サポートセン
ターを操作します。

2.	シリンジ上の水ボタンを押します。

3.	ピンチ弁のスクリューを締め込むか緩め
て、水の流量を調整します。

4.	シリンジの両方のボタンを押します。

5.	ピンチ弁のスクリューを締め込むか緩め
て、微細なミストになるまで空気の流量を
調整します。

Continentalホイップ張力の調整
1.	 7/64インチの六角レンチを使用して、コン
トロールヘッドの背面カバーを外します。

2.	 7/64インチの六角レンチを使用して、コン
トロールヘッドの前面カバーを支えながら
2本のネジを緩め、カバーを上に持ち上げ
ます。

3.	ドリップシールドの上部にある2つのタブを
引き出して、シールドを引き下ろします。

4.	フロントカバーおよびベイルからスプリン
グを取り外します。

5.	ホイップを前方に引きます。

6.	コントロールヘッドからベイルを取り外す
には、ベイルを保持しているフレームの穴
からその終端がはずれるまでベイルの横腹
を圧迫します。

7.	必要なホイップ張力を得られる穴にベイル
の先端を挿入してから、バネを戻します。最
も深い穴は最小張力用です。

8.	調整するホイップごとに手順4～7を繰り返
します。

9.	ドリップシールドとコントロールヘッドカ 
バーを元の位置に戻します。

図 110.  シリンジ流量の調整

エアー流
量を調整
します。

水の流量を調整します歯科医用シリンジ

図 111.  Continentalホイップ張力の調整

最小張力

最大張力

ベイル

バネ

ホイップ

ドリップシールド
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歯科ライトフレックスアームの釣合いの
調整
歯科ライトが上下にずれるときは、以下の手順
に従ってフレックスアームの釣合いを調整して
ください。

1.	プラスドライバーを使用してエンドキャップ
を取り外します。

2.	 5/16インチの六角レンチを使用して、カバー
を固定している2本のネジを取り外します。

3.	カバーを取り外します。

4.	 1/2インチのコンビネーションレンチを使用
して、スプリングの先端にあるナットを調整
します。 

歯科ライトがずり上がる場合は、ナットを反
時計回りに回します。歯科ライトがずり落ち
る場合は、ナットを時計回りに回します。

5.	フレックスアームの上に背面カバーを戻し
ます（まだ取り付けません）。この状態でず
れがないかどうかを確認します。

6.	ずれがなくなるまで、手順3～4を繰り返しま
す。

注 フレックスアームが上下方向に移
動するのを制限するには、オプションで
動作停止制限キット（部品番号
90.1044.00）を設置する必要があります。

図 112.  歯科ライトフレックスアームの釣合いの調整

エンドキャップ

カバーのネジ
カバー
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A-dec 371歯科ライトの旋回の張力と
垂直ドリフトの調整
ライトヘッドの位置が調整しにくい場合、簡単
に動いてしまう場合、または所定の位置からず
れてしまう場合は、以下の手順に従って水平方
向と垂直方向の張力を調整します。

• 水平方向の回転には、5/32インチの六角レ
ンチを使用して、スイッチハウジングの上
部にあるネジを調整します。
ネジを時計回りに回すと張力が増し、反時
計回りに回すと張力が減ります。

• 垂直方向の回転には、3/16インチの六角レ
ンチを使って張力を調整してください。
ネジを時計回りに回すと張力が増し、反時
計回りに回すと張力が減ります。

図 113.  水平方向の回転の調整

水平方向回転張
力ネジ

図 114.  垂直回転の調整

垂直張力用スクリュー
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スピットンボウル洗浄流量の設定の
調整
サポートセンター内部に設置されたボウル洗
浄流量を調整するには、以下の手順を実行し
ます。

1.	カバーの下端部を引き出して、上部サポー
トセンターカバーを取り外します。

2.	スピットンボウル洗浄をオンにして、ピンチ弁
を締めるか緩めるかして流量を調整します。

3.	ボウル洗浄吐水口を回転して、流量パター
ンを調整し最も良い洗浄動作を確保してく
ださい。

4.	タッチパッドボタンを使って、コップ給水と
ボウル洗浄の流水の長さを設定します（詳
細については83ページの「コップ給水お
よびボウル洗浄」を参照）。

モニターの傾斜とドリフトの調整
モニターの傾斜を変更したい場合、またはモニ
ターが所定の位置からずれる傾向がある場合
は、以下の手順に従って調整します。

• モニターの傾斜の調整は、モニターハンド
ルを左に回し、モニターの角度を調整しま
す。次にハンドルを右に回して所定の位置
にロックします。

• 水平方向のモニターのずれを調整するに
は、5/16インチの六角レンチを使用して、水
平方向の張力調整ネジを締めたり緩めたり
します。

図 115.  ボウル洗浄流量のピンチ弁位置

ボウル洗浄流
量のピンチ弁

サポートセン 
ターカバー

図 116.  モニターマウントの傾斜とドリフトの調整 

モニターハンドル

水平張力調節ネジ
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システムの水平調整

システムが水平になるように調整するには、以
下のセクションの手順を実行します。システム
を水平にすることで、モジュールがずれたり器
具がトレイ周りで回転したりしないようになり
ます。

注 システムを手際よく水平にする
には、表示された順序に従って以下
のセクションを完了することが肝要で
す。

1. サポートセンターの水平
調整

1.	医師の通常の作業位置にコントロールヘッ
ドと歯科ライトを動かします。

2.	磁気水準器をデリバリーシステムの固定 
アームのナックルに垂直に置きます。水準
器をチェアーベースマウントの反対側にあ
る一対のレベリングスクリューと合わせます。

ヒント 必要に応じて、所定の位
置に水準器を保持するため短い
テープを一本使います。

3.	 3/16インチの六角レンチを使用して、水準
器のアラインメントを一対のネジから他の
一対のネジに動かす間に4本のレベリング
スクリューを調整します。

4.	システムが平行になった時点で、レベリング
スクリューをしっかり締め込みます。

このセクションで必要な工具
磁気水準器 六角レンチセット

図 117.  サポートセンターの水平調整

磁気水準器

1組のレベリン
グスクリュー
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2. デリバリーシステムの水平
調整

1.	コントロールヘッドを医師の通常の作業位
置にセットした状態で、フレックスアームと
直線上に並ぶように動かします。

2.	システムがトレイホルダーを装備している
場合や、トレイホルダーがコントロールヘッ
ド上部にある場合は、トレイホルダーの上
に水準器を置きます。 

3.	 5/32インチの六角レンチを使用して、コン
トロールヘッドを支えながらボタンボルト
を緩めます。

4.	コントロールヘッドを平行にするため以下の
調整を行ってください。調整を行うときは、水
準器を調整用のネジに合わせます（図 118を
参照）。

 ○ 5/32インチの六角レンチを使用して、コ
ントロールヘッドを側端から側端で水
平にします。

 ○ 5/32インチの六角レンチを使用して、コ
ントロールヘッドを前方から後方に水
平にします。

5.	ボタンボルトを締めて、コントロールヘッド
を適切な位置に取り付けます。

図 118.  デリバリーシステムの水平調整

ボタンボルト

前方から後方に水
平に調整します

側端から側端へ水
平に調整します

注 システムに伸縮式アームに取り付けられた歯科助手用器具がない場合は、水平調整は完了済みで、 
81ページの「デリバリーシステムのフレックスアーム回転張力の調整」に進むことができます。

図 119.  水平調整可能な状態のデリバリーシステム

コントロール
ヘッド

フレックス 
アーム
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3. 歯科助手用器具の伸縮式
アームの水平調整

1.	伸縮式アームを引き伸ばし、チェアーに対
して平行にします。 

2.	水準器を伸縮式アームの頭頂部に置きます。

3.	 1/8インチの六角レンチを使用してアーム
を水平にします。

デリバリーシステムのフレックスアーム
回転張力の調整

注 この調整を行う前に、システム
を水平に調整する作業を完了する必
要があります。その他の調整について
は、65ページの「システムの準備と
調整」を参照してください。

デリバリーシステムのアームがずれる場合は、
以下の手順に従ってフレックスアームの回転
張力を調整します。

1.	コントロールヘッドに通常使用時の荷重を
かけます。

2.	ネジの調整には1/8インチの六角レンチを
使用します。止めネジを時計回りに回すと
張力が増し、反時計回りに回すと張力が減
ります。

図 120.  歯科助手用器具の伸縮式アームの水平調整

水準器

拡張された伸縮式アーム

図 121.  デリバリーシステムのフレックスアーム回転張力の調整

回転張力止めネジは頭
頂部にあります
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タッチパッドの設定

デンタルチェアーとライトの
設定
タッチパッドを使用して、システムの一般的に
使用される設定をプログラムします。表 1に、 
チェアーのプリセット位置を示します。

チェアーポジションのプログラム
開始/終了、位置1および位置2ボタンをプログ
ラムするには：

1.	チェアーを目的のポジションにします。

2.	  を押して放します。プログラムモードに
なったことを示すビープ音が鳴ります。

3.	プログラムしたいボタンを押します。ボタン
がセットされたことを示すビープ音が3回鳴
ります。

X線/洗浄ボタンのカスタマイズ
X線/洗浄ボタンは、X線/洗浄用または他の
完全にプログラム可能なプリセットポジシ
ョン（治療3）用のいずれかとして機能しま
す。機能を変更するには：

1.	  ボタンと  ボタンを同時に3秒間押し
たままにします。

 ○ ビープ音が1回鳴ったときは、ボタンが
治療3に設定されたことを示します。

 ○ ビープ音が3回鳴ったときは、X線/洗浄
ボタンがX線/洗浄機能として設定され
たことを示します。X線/洗浄と前のポジ
ションとが交互に切り替わります。

2.	「チェアーポジションのプログラム」の手順
に従って、プリセットポジションをプログラ
ムします。 

ヒント X線/洗浄ボタンは、完全にプ
ログラム可能なプリセットポジション
に機能変更すると、治療ボタン1およ
び2と同様に動作します。

図 122.  標準タッチパッドとデラックスタッチパッド

注 タッチパッド上の記号はA-decが所有権を保有して
います。

表 1.  チェアーのプリセットポジション

ボタン ポジションの説明

座る/降りる ：チェアーを自動的に座る/降りるポジシ
ョンにし、歯科ライトを消灯します。

治療1：チェアーのベースと背もたれのポジションを
自動的に下げ、ライトをオンにします。

治療2（標準タッチパッドのみ）： チェアーのベースと
背もたれのポジションを自動的に設定し、ライトをオ
ンにします。

X線/洗浄： X線/洗浄ポジションと現在のチェアーポ
ジションを自動的に切り替えます。チェアーをX線/洗
浄ポジションにすると歯科ライトが消灯し、前のポジ
ションに戻すと点灯します。

注 フットスイッチまたはタッチパッドのいずれかのチェ
アーのポジションボタンを押すと、チェアーの動きをいつ
でも止めることができます。
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コップ給水およびボウル洗浄
コップ給水機能は、ウォーターボトルからカッ
プへの水量をコントロールします。ボウル洗浄
機能はスピットンボウル用洗浄水を供給しま
す。ランタイムを初期設定するためのボタンに
ついては、表 2を参照してください。

コップ給水とボウル洗浄についてのタイミング
を変更するには： 

1.	 を押して離します。1回の警告音は、プロ
グラミングモードが準備できたことを知ら
せます。

注 また、吐水口に隣接したコップ
給水、およびボウル洗浄ボタンの両
方を押したままにすることでスピット
ン・プログラミングモードに入ること
ができます。1回の警告音は、プログラ
ミングモードが準備できたことを知ら
せます。

2.	希望する時間量を設定するためコップ給水
、またはボウル洗浄 ボタンを押したま

まにしてください。 

3.	ボタンを放します。セットアップが完了する
と、ビープ音が3回鳴ります。

表 2.  コップ給水およびボウル洗浄のプリセット

ボタン 説明

コップ給水機能：ウォーターボトルからカップへの水
量をコントロールします。

• タイミング操作にする場合はコップ給水ボタンを
押してください。初期設定は2.5 秒です。

• 手動にするにはコップ給水ボタンを押したままに
してください。

ボウル洗浄ボタン：スピットンボウルに洗浄水を供給
する機能です。

• タイミング操作にする場合はボウル洗浄ボタンを
押してください。洗浄の工場出荷時初期設定は30
秒です。

• 手動にするにはボウル洗浄ボタンを押したままに
してください。

• 2秒以内にボウル洗浄ボタンを2回押すと、動作は
継続洗浄モードに切り替わります。洗浄ボタンを1
回押すと継続ボウル洗浄を停止します。
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歯科ライト
タッチパッドの歯科ライトボタンでは、歯科ライ
トを点灯または消灯できます。

歯科ライトボタン  を押すと、輝度設定とコン
ポジット設定とが切り替わります。 

ハロゲン歯科ライト： を押して、高強度と複
合、あるいは中度と複合を切り替えます。歯科
ライトが複合モードのとき、インジケータライト
は点滅します。

LED歯科ライト： を押して放し、目的の輝度
モードを選択します。ライトが光重合防止モー
ドのとき、インジケータライトは点滅します。

歯科ライトを消灯するには、   を1秒間押した
ままにします。

自動ライト機能
プログラムしたチェアーポジションを使用する
ときは、チェアーの背板が治療ポジションに達
すると歯科ライトが点灯します。   または  
を押すと歯科ライトが自動的に消灯します。

自動ライト機能をオンにするには、  と  を
同時に3秒間押したままにします。ビープ音が1
回鳴って、自動ライト機能がオフになったこと
が示されます。

自動ライト機能を再度オンにするには、  と 
 を同時に3秒間押したままにします。ビープ

音が3回鳴って、自動ライト機能がオンになった
ことが示されます。

ヒント レントゲン/リンスが初期設
定位置に変更されると、歯科ライト自
動機能が治療ボタン1および2と同様
に作動します。

表 3.  歯科ライトボタン

ボタン 説明

歯科ライトボタン：輝度設定を切り替えるときに押しま
す。このボタンを押すと歯科ライトが点灯し、押したまま
にすると消灯します。
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電動ハンドピースの動作
ハンドピースは標準モードまたは歯内治療モ
ードでプログラムできます。 

• 標準モード：電動ハンドピースのトルクは常
に100%になります。

• 歯内治療モード：歯内治療をサポートする
モーター制御器が装備されている場合は、
このモードでハンドピースをプログラムで
きます。歯内治療モードでは、トルクと比率
の設定を調整できます。 

標準モードでの電動ハンドピースのプ
ログラム
デラックスタッチパッドでは、特定の毎分回転数
（RPM）のメモリー設定をプログラムできま
す。ハンドピース設定をプログラムするには：

1.	ハンドピースをホルダーから取り上げます。
2.	タッチパッドスクリーンに標準モードが表
示されていない場合は、  を押します。

3.	 RPMを調整するには、マイナス（-）またはプ
ラス（+）ボタンを押します。RPM値はスク 
リーンに表示されます（図 123を参照）。

4.	設定をメモリーに記憶するには、  を押し
ます。ビープ音が1回鳴ります。

5.	目的のメモリー設定（M1～M4）を選択しま
す。メモリー設定を切り替えるには、  を押
します。 

6.	目的のメモリー位置を選択したら、  を押
します。セットアップが完了すると、ビープ
音が3回鳴ります。

正回転/逆回転ボタン 

正回転/逆回転ボタンを使用して、電動モー 
ターの回転方向を変更できます。モーターをホ
ルダーに戻すか、システムの電源を切ると、自
動的に正回転に戻ります（図 123を参照）。逆回
転モードでは、正回転/逆回転インジケータの
アイコンが点滅し続けます。 

表 4.  電気モーターのプリセット（標準モード）

メモリー設定 プリセット速度

M1 2,000 RPM

M2 10,000 RPM

M3 20,000 RPM

M4 36,000 RPM

図 123.  標準モードのタッチパッドスクリーン

A

B

E

C

D

項目 説明
A 正回転/逆回転インジケータ（図は正回転）
B 正回転/逆回転ボタン
C マイナスボタンとプラスボタン
D メモリーボタン
E RPM値
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歯内治療モードでの電動ハンドピース
のプログラム
歯内治療モードでは、特定のファイルと目的の
ハンドピース動作に基づいて設定を変更でき
ます。 

注 特定のファイルに関する回転速
度制限やトルク制限については、ファ
イルのメーカーにお問い合わせくだ
さい。

歯内治療メモリー設定をプログラムするには：

1.	ハンドピースをホルダーから取り上げます。
2.	タッチパッドスクリーンに歯内治療モードが
表示されていない場合は、  を押します。 

3.	歯内治療モードの設定を変更するには、マ
イナス（-）またはプラス（+）ボタンを押しま
す。タッチパッドスクリーンに白い逆再生ア
イコンが表示されます。

4.	タッチパッドスクリーンで設定間を移動す
るには、チェアーポジションのボタンを押し
ます。

5.	設定を変更するには、マイナス（-）またはプ
ラス（+）ボタンを押します。

6.	速度制限、トルク制限、および比率をメモ 
リーに記憶するには、  を押します。ビー
プ音が1回鳴ります。

7.	目的のメモリー設定（M1～M4）を選択しま
す。メモリー設定を切り替えるには、  を押
します。 

8.	目的のメモリー位置を選択したら、  を押
します。セットアップが完了すると、ビープ
音が3回鳴ります。

図 124.  歯内治療モードのタッチパッドスクリーン

L

K

J

H

A

B

C

D

E

F
G

項目 説明 項目 説明

A 歯内治療モードボタン G マイナスボタン
B 正回転/逆回転インジ

ケータ（矢印内に自動
モードインジケータ）

H メモリーボタン

C ファイルのトルク単位
インジケータ

J ハンドピースの比率設定

D 正回転/逆回転ボタン K 速度制限インジケータ

E プラスボタン L メモリー設定インジケータ
F プログラムボタン
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表 5に、歯内治療モードでタッチパッドスクリー
ンに表示されるアイコンの説明を示します。

注意 A-dec|W&Hの歯内治療ア 
タッチメントには、そのボールベアリン
グ設計に基づく特別な機能がありま
す。製品寿命期間中の効率要素が安
定していて既知であるため、A-decの
歯内治療システムでファイルのトルク
を極めて正確に制御できます。他のア
タッチメントはすべて、寿命期間中の
効率要素が未知であるため、表示され
るトルク値はおおよその値になります。

表 5.  歯内治療モードの設定

アイコン 設定 説明

速度 ファイルの速度制限の設定値。詳細につい
ては、ファイルメーカーに問い合わせてくだ
さい。

トルク ファイルのトルク制限の設定値。詳細につい
ては、ファイルメーカーに問い合わせてくだ
さい。

トルクユ
ニット

Ncm（ニュートンセンチメートル）とgcm（グラ
ムセンチメートル）とを切り替えます。1つの
ハンドピースでこの設定を変更すると、すべ
てのハンドピースの設定が変更されます。 

注：1 Ncm = 102 gcm

比率 ハンドピースの比率を設定します。詳細につ
いては、ハンドピースメーカーに問い合わせ
てください。

自動 
モード

1つのハンドピースでこの設定を変更する
と、すべてのハンドピースの設定が変更され
ます。このアイコンは、正回転/逆回転インジ
ケータ内に表示されます。

Auto stop（自動停止）：ファイルの速度がト
ルク制限に達すると、モーターが停止しま
す。

自動逆回転 ̶  ファイルがトルク制限に達す
ると、モーターが停止してから逆回転します。

自動正回転 ̶  ファイルがトルク制限に達す
ると、モーターが停止し、3回逆回転してか
ら、正回転に戻ります。 

注：モーターがトルク制限を3回超えると、自
動的に停止します。

自動停止

自動逆回転

自動正回転
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整備技師用タッチパッド設定
オプション
デラックスタッチパッドでは、整備技師がユー
ザー設定にアクセスして、ハンドピースやタッ
チパッドの設定を調整できます。

タッチパッドボタンでのナビゲーション
セットアップモードでは、チェアーボタンがナビ
ゲーションボタンとして機能します。背板の上昇
（u）ボタンと背板降下（t）ボタンを使用して、
セットアップ画面内を移動します。

ホルダーのセットアップ
各ハンドピースホルダー用にハンドピースを設
定する方法を調整することができます。

ハンドピースホルダーを調整するには：

1.	デラックスタッチパッドのメインスクリーン
で、  と  を同時に3秒間押したままにし
てから、u を押して開始します。

2.	 System Setup（システムセットアップ）
スクリーンで、マイナス（-）またはプ
ラス（+）を押してHandpieces（ハンド
ピース）を選択し（図 125を参照）、u

を押します。

3.	 Handpiece Setup（ハンドピースセットアッ
プ） スクリーンで、Holder Setup（ホルダー 
セットアップ） を選択し（図 126 を参照）、uを
押します。

4.	設定するハンドピースをホルダーから取り
上げます。

図 125.  System Setup（システムセットアップ）：Handpieces（ハンドピース）

SYSTEM SETUP

Press     -/+     to change
< Exit                       Select >

Handpieces

図 126.   Handpiece Setup（ハンドピースセットアップ）： 
Holder Setup（ホルダーセットアップ）の選択

HANDPIECE SETUP

Press     -/+     to change
<Back                      Select >

Holder Setup
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5.	 Holder Setup（ホルダーセットアップ）スク 
リーンで、マイナス（-）またはプラス（+）を押
してハンドピースのタイプを選択します（
図 127を参照）。
ハンドピースのタイプには、Electric（電動）、 
Scaler（スケーラー）、Vacuum（バキューム）、 
Other（その他）、およびTurbine（タービン）
があります。

6.	電動ハンドピースを設定する場合：

(1)	u を押してからマイナス（-）またはプ
ラス（+）を押して、モーター番号を
選択します。

(2)	u を押してからマイナス（-）またはプラス
（+）を押して、モーターのタイプを選択
します。

(3)	u を押してからマイナス（-）またはプラス
（+）を押して、取り付けられているケー
ブルの長さを選択します。

7.	 uを押します。
ビープ音が3回鳴って、ハンドピースのセッ
トアップが完了したことが示されます。

8.	ハンドピースをホルダーに戻します。

9.	各ハンドピースについて、手順5～7を繰り
返して設定を行います。

10.	 すべてのハンドピースの設定が完了したら、 
A-decロゴが表示されるまで tを押します。

光源のセットアップ
クワッド電圧（QVIOLS）、またはIOLSコント 
ロールが内蔵された電動モーターコントロー
ラが取り付けられている場合は、さまざまな口
腔内光源オプションを設定できます。以下のオ
プションが利用できます：

• On When Selected（選択時に点灯）：ホル
ダーからハンドピースを取り上げたときに
口腔内光源を点灯するか消灯したままにす
るかを指定します。

• Auto Off Delay（自動消灯の待ち時間）： 
フットコントロールを放してから口腔内光
源を消灯するまでの時間を指定します。こ
の時間は、空気送出を再度使用するとリセ
ットされます。

• On in Endo（歯内治療時に点灯）：歯内治
療モードのときに口腔内光源を点灯するか
消灯するかを指定します。歯内治療用ハン
ドピースのほとんどが光ファイバーを装備
していないので、光源熱を軽減しバルブの
寿命を延ばすためオフを選択することを推
奨します。

図 127.  Holder Setup（ホルダーセットアップ）：オプションの選択

       HOLDER SETUP

Press     -/+     to change
                                 Select >

Electric

図 128.   Holder Setup（ホルダーセットアップ）： 
Motor Number（モーター番号）の選択

         MOTOR NUMBER

Press      -/+    to change
                                 Select >< Back

1

図 129.   Holder Setup（ホルダーセットアップ）： 
Motor Type（モーターのタイプ）の選択

           MOTOR TYPE

 Press     -/+    to change
                                 Select >

EA–51

< Back

図 130.   Holder Setup（ホルダーセットアップ）： 
Wire Length（電線の長さ）の選択

             WIRE LENGTH

 Press     -/+    to change
                                   Save >

64 in

< Back

162 cm
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光源を設定するには：

1.	デラックスタッチパッドのメインスクリーン
で、  と  を同時に3秒間押したままにし
てから、u を押して開始します。

2.	 System Setup（システムセットアップ）スク
リーンで、マイナス（-）またはプラス（+）を押
してHandpieces（ハンドピース）を選択し 
（図 131を参照）、uを押します。

3.	 Handpiece Setup（ハンドピースセットアッ
プ）スクリーンで、マイナス（-）またはプラス
（+）を押してIntraoral Lt Source（口腔内
光源）を選択し（図 132を参照）、uを押しま
す。

4.	設定するハンドピースをホルダーから取り
上げます。

5.	 Light Source Setup（光源セットアップ）ス
クリーンで、マイナス（-）またはプラス（+）を
押してOn When Selected（選択時に点灯）
などのオプションを選択し（図 133を参照）、 
uを押します。

6.	マイナス（-）、プラス（+）、およびu を使用し
てスクリーン内を移動し、ハンドピース設定
のオプションを指定します。

セットアップが完了すると、ビープ音が3回
鳴ります。

7.	ハンドピースをホルダーに戻します。

8.	各ハンドピースについて、手順4～7を繰り
返して設定を行います。

9.	すべてのハンドピースの設定が完了したら、 
A-decロゴが表示されるまで tを押します。

図 131.  System Setup（システムセットアップ）：Handpieces（ハンドピース）

SYSTEM SETUP

Press     -/+     to change
< Exit                       Select >

Handpieces

図 132.   Handpiece Setup（ハンドピースセットアップ）： 
Intraoral Lt Source（口腔内光源）の選択

HANDPIECE SETUP

Press     -/+     to change
< Back                    Select >

Intraoral  Lt  Source

図 133.  Light Source Setup（光源セットアップ）：オプションの選択

<Back 
LIGHT SOURCE SETUP

Press     -/+     to change
< Back                    Select >

On When Selected
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超音波のセットアップ
超音波の色を点灯するか消灯するかを指定し
ます。

超音波を設定するには：

1.	デラックスタッチパッドのメインスクリーン
で、  と  を同時に3秒間押したままにし
てから、u を押して開始します。

2.	 System Setup（システムセットアップ）スク
リーンで、マイナス（-）またはプラス（+）を押
してHandpieces（ハンドピース）を選択し（
図 134を参照）、uを押します。 

3.	 Handpiece Setup（ハンドピースセットアッ
プ）スクリーンで、マイナス（-）またはプラス
（+）を押してUltrasonic Setup（超音波 
セットアップ）を選択し（図 135を参照）、  
uを押します。

4.	マイナス（-）またはプラス（+）を押してOn 
（オン）またはOff（オフ）を選択してから、u
を押します。

セットアップが完了すると、ビープ音が3回
鳴ります。

5.	 A-decロゴが表示されるまでtを押します。

図 134.  System Setup（システムセットアップ）：Handpieces（ハンドピース）

SYSTEM SETUP

Press     -/+     to change
< Exit                       Select >

Handpieces

図 135.   Handpiece Setup（ハンドピースセットアップ）：Ultrasonic Setup 
（超音波セットアップ）の選択

HANDPIECE SETUP

Press     -/+     to change
< Back                    Select >

Ultrasonic Setup



A-dec 300 サービスガイド

92  86.0087.05 Rev G 

電動オプションの設定
表示情報および電気的機能を変更できます。
以下のオプションが利用できます：

• Torque Units（トルク単位）：単位をNcm 
（ニュートンセンチメートル）またはgcm 
（グラムセンチメートル）のどちらで表示す
るかを選択します。

• Endo Handpiece Auto Mode（歯内治療
ハンドピースの自動モード）：トルク制限に
達したときの電動モーターの動作を設定し
ます。

 ○ Auto forward（自動正回転）：ファイル
がトルク制限に達すると、モーターが停
止し、3回逆回転してから、正回転に戻り
ます。

 ○ Auto reverse（自動逆回転）：ファイルが
トルク制限に達すると、モーターが停止
してから逆回転します。

 ○ Auto stop（自動停止）：ファイルの速度
がトルク制限に達すると、モーターが停
止します。

• Auto Reverse Beep（自動逆回転のビープ
音）：モーターがトルクしきい値を超えて自
動的に逆回転したときに2回ビープ音を鳴
らします。

• Torque Warning Beep（トルク警告のビー
プ音）：モーターがトルクしきい値の75%を
超えたときにビープ音を鳴らし続けます。
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電動オプションを設定するには：

1.	デラックスタッチパッドのメインスクリーン
から、  および  を同時に3秒間押したま
まにし、次に u を押して開始します。

2.	 System Setup（システムセットアップ）スク
リーンで、マイナス（-）またはプラス（+）を押
してHandpieces（ハンドピース）を選択し 
（図 136を参照）、uを押します。 

3.	 Handpiece Setup（ハンドピースセットアッ
プ）スクリーンで、マイナス（-）またはプラス
（+）を押してElectric Setup（電動セットアッ
プ）を選択し（図 137を参照）、 uを押します。

4.	 Electric Setup（電動セットアップ）スクリー
ンで、マイナス（-）またはプラス（+）を押して
Torque Units（トルク単位）などのオプショ
ンを選択し（図 138を参照）、uを押します。

5.	マイナス（-）、プラス（+）、および u を使用し
てスクリーン内を移動し、設定のオプション
を指定します。

セットアップが完了すると、ビープ音が3回
鳴ります。

6.	すべての設定が完了したら、A-decロゴが
表示されるまで tを押します。

図 136.  System Setup（システムセットアップ）：Handpieces（ハンドピース）

SYSTEM SETUP

Press     -/+     to change
< Exit                       Select >

Handpieces

図 137.   Handpiece Setup（ハンドピースセットアップ）： 
Electric Setup（電動セットアップ）の選択

          HANDPIECE SETUP

Press     -/+     to change
< Back                    Select >

Electric Setup
  

図 138.  Electric Setup（電動セットアップ）：オプションの選択

ELECTRIC SETUP

Press     -/+     to change
< Back                    Select >

Torque Units
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Touchpad Setup（タッチパッドセット
アップ）
タッチパッドのセットアップでは、タッチパッド
ディスプレイのコントラストを変更したり、ヘル
プメッセージを表示するかどうかを指定したり
できます。

タッチパッドオプションを設定するには：

1.	デラックスタッチパッドのメインスクリーン
で、  と  を同時に3秒間押したままにし
てから、u を押して開始します。

2.	 System Setup（システムセットアップ）スク 
リーンで、マイナス（-）またはプラス（+）を押
してTouchpad（タッチパッド）を選択し（
図 139を参照）、uを押して開始します。

3.	 Touchpad Setup（タッチパッドセットアッ
プ）スクリーンで、マイナス（-）またはプラス
（+）を押してContrast Adjust（コントラス
ト調整）またはHelp Messages（ヘルプメッ
セージ）を選択します。

 ○ スクリーンのコントラストを調整すると
きは、Contrast Adjust（コントラスト調
整）を選択します。マイナス（-）またはプ
ラス（+）を押してコントラストを調整し
ます（図 140を参照）。

 ○ Help Messages（ヘルプメッセージ）を選
択したときは、マイナス（-）またはプラス
（+）を押してOn（オン）またはOff（オフ）
を選択し、uを押します（図 141を参照）。
セットアップが完了すると、ビープ音が3
回鳴ります。

4.	すべての設定が完了したら、A-decロゴが
表示されるまでtを押します。

注 タッチパッドのヘルプメッセージ
のリストについては、 www.a-dec.com
にある規制情報と仕様を参照してくだ
さい。

図 139.  Touchpad Setup（タッチパッドセットアップ）

SYSTEM SETUP

Press     -/+     to change
< Exit                     Select >

Touchpad

図 140.   Touchpad Setting（タッチパッド設定）： 
Contrast Adjust（コントラスト調整）

      CONTRAST ADJUST

Press     -/+     to change
< Back                      Save >

26 of   63

図 141.   Touchpad Setting（タッチパッド設定）： 
Help Messages（ヘルプメッセージ）

HELP MESSAGES

Press     -/+     to change
< Back                      Save >

On
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システムのテスト

A-dec 300の設置を完了したら、以下のチェック
リストを使用してシステムをテストし、次に顧客
とともに確認作業を行います。 

デンタルチェアー
• デンタルチェアーが床にしっかりと固定さ
れているか。

• チェアーが正しく機能するか（チェアーの上
昇と傾斜、タッチパッドやフットスイッチに
よるプログラム機能など）。 

• ヘッドレストまたはネックサポートが適切に
機能するか。

• アームレストは、固定することも、スタッフの
好みに基づいて位置を決めることもできま
す。

デリバリーシステム
• ハンドピースが正しく機能し、医師の意向
に沿って設定されているか：

 ○ 水冷却、空気冷却、およびスプレー
 ○ ハンドピース管のフラッシュ
 ○ ハンドピースホルダーのバルブとスイッ
チ

 ○ ハンドピース空気送出圧 
• バネ式フレックスアームが正しく機能する
か。

• デリバリーシステムのフレックスアームブ 
レーキが正しく機能するか。

• コントロールヘッドがトレイに対して水平に
なっているか。

• 可動アームがずれないか。
• フットコントロールが正しく動作するか。

歯科ライト
• すべての輝度設定が正しく動作するか（371
では2つの設定、 571では3つの設定）。

• 歯科ライトの交換用電球（部品番号
041.709.00）があるか。

• 歯科ライトのフレックスアームとヘッド張力
が正しく調整されているか。

歯科助手用器具、スピットン、およびコップ給水
• バキューム/吸引が以下の仕様に従って設定されているか：

 ○ ウェットバキューム - 10 ± 2インチHg（34 ± 7 kPa）、 
9 scfm（255 sl/min）最小。

 ○ ドライ/セミドライバキューム - 4.5 ± 1インチHg 
（16 ± 3.5 kPa）、12 scfm（340 sl/min）最小。

• 空気および水シリンジのボタンは滑らかに作動するか。
• HVEおよびSEに装備されたバルブの動作に支障はないか。
• コップ給水のタイミングは適切に設定されているか。
• スピットン流量パターンはボウルを効果的に洗浄し、ボウル排水
は正常か。

• スピットンベンチレーションチューブの終端がサポートセンター
のフレームの13ミリ（1/2インチ）上に位置しているかどうか。

• スピットンのボウルとアームレストの間に29mm（1-1/8インチ）の
クリアランスがあるか。

ユーティリティ
• 空気圧が80 psi（552 kPa）に調整されているか。
• フロアボックスに空気および水の漏れがないか。
• 重力排水が正しく機能するか。
• チューブや接続にねじれがないか、また空気および水の漏れが
ないか。

• 余分な配管や配線がコイル状に巻かれて可動部品から離れた場
所に収められているか。
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スピットンボウルと
アームレスト間のク
リアランス適正度確認

注 Radius型のシステム、スピットン
なしのベースマウントシステム、また
はポスト取付型システムをお持ちの
場合は、このセクションを飛ばして
98ページの「カバーの取り付け」に
進んでください。 

適切なクリアランスの確認
1.	スピットンボウルを取り外します。

2.	ポジショニングガイドをスピットンボウルサ
ポート上にチェアーのヘッド方向にタブで
取り付け、ガイドセンター内にフォームプラ
グで固定します。

3.	チェアーを上昇および下降させて、ポジショ
ニングガイドがアームレストをクリアしてい
るかどうかを確認します。

ポジショニングガイドが、適切にアームレストを
クリアしない場合は、次のページの手順をすべ
て実行して適切なクリアランスを確保してくだ
さい。 

このセクションで必要な工具
5/16インチの六角レンチ

図 142.  アームレストに対するポジショニングガイドのクリアランスの確保

ポジショニ
ングガイド

ポジショニングガイドと 
アームレストのクリアランス
を確保する必要があります。
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スピットンとアームレスト間の
クリアランスの調整
1.	ポジショニングガイドが適切な位置にある
状態で、5/16インチの六角レンチを使って
ボタンボルトとソケットスクリューを緩めま
す。

2.	システムにデリバリーシステムとライトが含
まれている場合は、それらをサポートセン
ターの上に設置します。

3.	ポジショニングガイドとアームレストのクリ
アランスが適切になるまで、サポートセン 
ターを回転させます。

4.	システムにデリバリーシステムが含まれて
いる場合は、サポートセンターのフレーム
のリブがサポートセンターポストにぴったり
くっつくまで、ネジの方に固定アームを引っ
張ります。

5.	約 17.63 N· m （13 ft-lb）のトルクで、ボタン
ボルトを締め込みます。 

6.	双方のソケットスクリューが完全に固定す
るまで交互に締め込みます（約 17.63 N· m 
[13 ft-lb]のトルク）。 

7.	チェアーを上昇および下降させて、ポジショ
ニングガイドがアームレストをクリアしてい
るかどうかを確認します。

8.	ガイドとアームレストのクリアランスが適切
でない場合は、手順1～8を繰り返します。

9.	サポートセンターが水平になっているこ
とを確認します。調整が必要な場合
は、79ページの「1. サポートセンターの
水平調整」手順を実行します。

図 143.  サポートセンターのネジを緩める

ボタンボルトおよびソケットスクリュー（六角穴付きボルト）

図 144.  サポートセンターの固定

サポートセンターフレームの
リブ

固定アームをネジの方に引っ張ります
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カバーの取り付け

A-dec 300には、さまざまな構成用の各種カ 
バーが含まれています。システム構成によって
は、設置の際にカバーを修正する必要がある
場合があります。 

注 カバーを取り付ける前に、必ず
システムを調整しテストしてください。

このセクションで必要な工具
斜ニッパー プラスドライバー

図 145.  サポートセンター搭載のA-dec 300
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リフトアームのカバーの取り
付け
1.	チェアーのベースを上昇できる限界まで上
昇させます。

2.	リフトアームカバーのタブを、下側のリフト
アームカバーのスロットにしっかりとはめて
取り付けます。

3.	リフトアームカバーのアセンブリをチェアー
のベースに取り付けます。

図 146.  カバーをかみ合わせる

リフト
アーム
カバー

タブをスロット
にはめ込みます

下部のリ
フトアー
ムカバー

図 147.  リフトアームカバーのアセンブリの取り付け

リフトアームカ 
バーのアセンブリ
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4.	デンタルチェアーに助手用アームがあるか
どうかに応じて、適切な上部リフトアームカ
バーを選択します。 

注 歯科助手用器具で使用する
上部リフトアームカバーは、歯科
助手用器具に同梱されています。

5.	リフトアームカバーを持ち上げて、適切な
位置で動かないようにします。

注 リフトアームとリンクアーム
の間の隙間に差し込むときにリフ
トアームカバーが動かない場合
は、標準のドライバーを使ってリフ
トアームとリンクアームの隙間を
広げてください。

6.	上部リフトアームのタブを、チェアーの背面
にある内側のスロットに差し込みます。

7.	親指を上部リフトアームカバーの上端にあ
て、カバーを外側に向かって下に引っ張り、
しっかりとはめ込みます。

図 148.  上部のリフトアームカバー

歯科助手用アームの上
部リフトアームカバー  

上部のリフトアームカバー

図 149.  上部のリフトアームカバーの取り付け

リフトアー
ムカバー

チェアーの背板
のスロット内部

上部のリ
フトアー
ムカバー

図 150.  上部のリフトアームカバーのタブの差し込み
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曲線型フロアボックスカバー
セットの取り付け
1.	プラスドライバーを使って、電源装置の上
部にあるネジを緩めます。

2.	図 151に示されているように、電源装置カ 
バーのブラケットを電源装置に装着します。

注意 カバーを正しい位置に合
わせるには、電源コードとチューブ
がブラケットの内部にある必要が
あります。

3.	スロットをネジ近くのブラケットの中にスラ
イドさせます。 

4.	ブラケットがしっかり固定されるようネジを
締め込みます。

図 151.  電源装置カバーのブラケットの取り付け

電源装置

電源装置カバー
のブラケット

ブラケット内部のコードとチューブ

曲線型フロ
アボックス
のフレーム

ガイドの間にブラ 
ケットを取り付けます

図 152.  電源装置カバーのブラケットの固定

ブラケット内部のコードとチューブ
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5.	電源装置カバーのフレームのコネクタに合
わせて、押し下げます。

6.	曲線型フロアボックスカバーのコネクタの
位置を合わせて、押し下げます。

7.	モーターポンプカバーを、システム構成に
応じて修正して取り付けます：

 ○ サポートセンターまたはRadius型のデ
リバリーシステムがない場合：修正の必
要はありません。カバーをスライドさせ
てチェアーのベースプレートの溝に取り
付けます。

 ○ Radius型のデリバリーシステムの場合：
前部にあるプラグを取り外します。カ 
バーを正面取付部のキャスティングの
上でスライドさせて、チェアーのベース
プレートの溝で下にスライドさせます。
正面のノッチは正面取付部のキャスティ
ングに回り込ませます。

 ○ サポートセンターがある場合：チェアー
ベースマウントの方を向いているモー
ターポンプカバーの側面にあるプラグ
を取り外します。カバーをチェアーベー
スマウントの上で下にスライドさせ、 
ベースプレートの溝に取り付けます。

注 補助器具は、必ずモーターポ
ンプカバーが正しく収まるように
配置してください。

図 153.  Radius型のデリバリーシステムがある場合のカバー

曲線型フロアボックスカバー 電源装置カバー

モーターポ
ンプカバー

正面取付部のキャス 
ティング上のノッチ

図 154.  モーターポンプカバーの修正

フロントエンド
プラグ

サイドプラグ

図 155.  付属ブラケットの位置

補助器具の
取付部

電源装置
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一体型フロアボックスカバー
の取り付け
1.	チェアーを上昇させます。

2.	システム構成に従って一体型フロアボック
スカバーを修正します：

 ○ デンタルチェアーのみ：修正の必要はあ
りません。

 ○ サポートセンターを備えたデンタルチェ
アーの場合：チェアーベースマウントの
方を向いている一体型フロアボックスカ
バーの側面にあるプラグを取り外しま
す。

 ○ エアーバキュームシステムを備えた
A-dec 300：一体型フロアボックスカ 
バーの前端にあるプラグを排気孔カ 
バーと交換します。

3.	ユーティリティの上でカバーをスライドさせ
ます。一体型フロアボックスカバーのフレー
ムとチェアーのベースプレートの溝にそれ
を合わせます。

4.	カバーを溝の中に押し込み、フレーム上の
2個の小さなポストの上にかぶせるように 
ロックします。

カバーはぴったりと完全にフィットしなければ
なりません。ケーブル留め、チューブまたはワイ
ヤが見えないよう徹底してください。

注 補助器具は、必ず一体型フロア
ボックスカバーが正しく収まるように
配置してください。

警告 一体型フロアボックスカバー
は、取り外した後でしっかりと元に戻
す必要があります。カバーが正しく再
取り付けされて所定の位置に固定さ
れていることを確認してください。

図 156.  一体型フロアボックスカバーの取り付け

フロントエ
ンドプラグ

サイドプラグ

支柱 溝

図 157.  付属ブラケットの位置

補助器具の
取付部

電源装置
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ポストホールキャップの取り
付け
システムにデリバリーシステム、歯科ライト、ま
たはモニターがない場合は、それらのモジュー
ル用のポストホールにキャップを取り付けてく
ださい。

• サポートセンターのポストホール：プラスド
ライバーと6-19 x 1.2インチのネジを使っ
て、トリムキャップを、フローチャートにはな
いサポートセンターカバーに取り付けます。

• 間柱：システムの間柱にモニターが取り付け
られていても、歯科ライトがない場合は、トリ
ムキャップを間柱の下端に押し込みます。

• 歯科助手用器具ハブ：システムの伸縮式 
アームに歯科助手用器具が取り付けられて
いても、デリバリーシステムがない場合は、
トリムキャップをハブの上部に押し込みます。

図 158.  ポストホールキャップ

サポートセンターポストホール用トリム 
キャップ

間柱用トリムキャップおよび歯科助手用器具
ハブ
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サポートセンターカバーの取
り付け
1.	カバーリングをチェアーベースマウントの
底部の所定の位置で、マウントレッグに 
ぴったりくっつくようにはめ込みます。 
サポートセンターが患者の左側に取り付け
られた場合は、リングの表面が滑らかなサ
イドを上に取り付けます。サポートセンター
が患者の右側に取り付けられた場合は、リ
ングの表面に穴のあるサイドを上に取り付
けます。 

ヒント リングをマウントレッグに
ぴったりくっつけて取り付けるた
めには、軽く叩いてしっかりとはめ
込む必要があります。

2.	カバーリング周りに下部カバーを取り付け
ます。カバーの側面にある刻み目は、底部
に向けて挿入します。穴のあるカバーは、 
チェアーベースマウントの上に装着します。
サポートセンターが患者の右側に取り付け
られる場合は、カッティングプライヤー（ニ
ッパー）を使用してマウント上にフィットす
るようカバーの穴を広げてください。カバー
リングの溝の所定の位置にパチンとはまる
までカバーのエッジをはめ込みます。

図 159.  カバーリング取付オプション

カバーリング
の表面が滑ら
かな側を上に
向けます

カバーリングの表
面に穴のある側を
上に向けます
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3.	上部サポートセンターカバーをサポートセ
ンターフレームに取り付けます。サポートセ
ンターを患者の左側に取り付ける場合、フ
ローチャート付きのカバーは、チェアーから
離れてサポートセンターフレームの外側に
きます。サポートセンターを患者の右側に
取り付ける場合、このカバーはチェアーの
方向に向かって側面にきます。カバー上の
穴で小さい方のピンをフレームに挿入し、
大きいピンを一方のカバーから他方のカ 
バーのコネクタに挿入します。 

注 システムに歯科ライトまた
は、モニターマウントが含まれる
場合は、サポートセンターカバー
を取り付ける前にそのトリムリン
グをスライドアップさせてくださ
い。

カバーはトリムリング下部でギャップがな
いようフィットし、下部カバーの頭頂部をカ
バーするように取り付ける必要があります。

図 160.  サポートセンターカバーの取り付け

フローチャー
ト付き上部カ
バー

下部カバー 

刻み目

チェアー
ベースマ
ウント

トリムキャップ
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エアーバキュームシ
ステム（ A V S）の取り
付け

注 エアーバキュームシステム
（AVS）は、一体型フロアボックスカ
バーまたはリモートフロアボックスが
組み込まれているA-dec 300システム
でのみ利用できます。

AVSは、中央バキュームシステムが利用できな
い場合に、最小70 PSIの給気を使用して真空
状態を作り出します。また、それはシステム中を
流れる水分と空気を分離し、ドレインとエアー
アウトレットを経由してそれらを放出します。

注 スピットンなしでAVSを装備す
ることができません。理由はスピット
ンには空気圧排唾管を通してのエ 
アーフローを駆動させるスイッチを
搭載する必要があるからです。

AVSタンクと排気管の取り付け
1.	ブラケットを一体型フロアボックスカバーフ
レームの下穴に合わせて位置を調整します。 

2.	プラスドライバーを使用して、2本の3/4イ
ンチ#10のネジでフレームの各サイドにブ
ラケットで固定します。

3.	ブラケット内のスロットをエアー排出スタッ
ブ下部の液体分離タンクの取付孔に合わ
せて位置を調整します。

4.	 5/64インチの六角レンチと2本の3/8イン
チのソケットスクリューを使用して、タンクを
ブラケットに取り付けます。  

5.	エルボウをエアー排出スタッブに接続しま
す。

6.	スプライサーをエルボウに接続します。

7.	 2番目のエルボウを接続します。

8.	 25ｍｍチューブをスプライサーの終端に接
続し排気孔の外へ配置します。

このセクションで必要な工具
5/64インチの六角レンチ プラスドライバー
1/4インチのコンビネーションレンチ

図 161.  AVSエアー排出チューブの接続

B

B

C

EF

D

A

項目 説明 項目 説明

A エアー排出スタッブ D 排気孔
B 一体型フロアボックスカバ

ーのフレームにネジで取
り付けられたブラケット

E タンクにネジで取り付け
られたブラケット

C 排気孔カバー F 液体分離タンク
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対応するチューブの接続
1.	排唾管のチューブを排唾管吸込み口に接
続します。 

2.	 20mmアダプタとコネクタクリップを使用し
て、Yコネクタ上部の終端の1つにスピットン
の排水管を接続します。

3.	 20ｍｍアダプタとコネクタクリップを使用し
て、Yコネクタの下部終端に20mmチューブ
を接続します。

4.	 20mmアダプタとコネクタクリップを使用し
て、手順3の20 mmチューブの開口端を排
水管に接続します。

5.	 20ｍｍアダプタとコネクタクリップを使用し
て、Yコネクタ上部の残りの開口端に20mm
チューブを接続します。

6.	 20mmアダプタを使用して、手順5の20mm
チューブの開口端を液体分離器ドレインに
接続します。

7.	 HVE/AVS排気管をHVE吸込み口に接続
します。

注 ドレインを専用配管コード
に従って接続してください。

8.	 1/4インチのコンビネーションレンチを使用
して、エアーフィルタとレギュレータのプラ
グを5/16インチのバーブ継手と交換してか
ら、5/16インチの黄色のチューブをエアー
バキューム発生装置に接続します。

9.	一体型フロアボックスカバーの前面にある
プラグを排気孔のカバーと交換してから、
カバーを取り付けます（手順について
は、103ページの「一体型フロアボックスカ
バーの取り付け」を参照）。

図 162.  AVSシステムの俯瞰図

A

C
B

D
E
C
D

G

CD

M
N

K

O

C D

L
F

P

J H

項目 説明 項目 説明

A スピットンの排水管 
（5/8インチ）

J エアー排気口

B 排唾管（3/8インチ） K ドレイン排水口
C コネクタクリップ（4本） L HVE/AVS吸込み口
D 20mmアダプタ（4本） M クランプ
E Yコネクタ N 液体分離器への20mm 

チューブドレイン
F 排唾管吸込み口 O HVE/AVS排気管 

（5/8インチ）

G ドレイン排水口への20mm 
チューブ

P 液体分離器ドレイン

H 排気孔カバー

図 163.  エアー/フィルタレギュレータのプラグとバーブ継手の交換

これらのプラグのいずれ
かをバーブ継手と交換し
ます。



エアーバキュームシステム（AVS）の取り付け  

86.0087.05 Rev G  109

AVSをリモートフロアボックスに取り付
けます。
1.	エアー排出スタッブを1.25インチの穴を通
して挿入し、5/64インチの六角レンチと2本
の3/8インチのソケットスクリューを使用し
て、タンクをフロアボックスに取り付けます。 

2.	 90度エルボウをエアー排出バルブの終端
に取り付けてください。

3.	 HVE、排唾管、および排水口を接続します
（108ページの「対応するチューブの接
続」を参照）。

注 ドレインを専用配管コードに 
従って接続してください。

図 164.  AVSをリモートフロアボックスに取り付けます。
1.25インチの穴

2個の3/16イ
ンチの下穴

90度エルボウ

エアー排出
スタッブ
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の情報が入用な場合は、www.a-dec.comにア
クセスし「文書ライブラリー」を検索してくださ
い。
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